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なかまでつなごう市民リレー

　僕の将来の夢は、「プロのサッカー選手」になることです。小学校３年生か
らサッカーを始め、しばらく経ったころから「周りの友達に負けたくない。チー
ムに必要とされる選手になりたい」という気持ちが強くなりました。
　小学生のときに所属していたサッカーチームでは、第26回九州ジュニア
U11北九州予選、北九州U12リーグ (1部リーグ )で優勝することができ
ました。今は、もっとサッカーが上手になりたくて、ほとんど毎日練習をして
います。練習がない休みの日にも、努力をした分だけ夢に近づけると信じて、
トレーニングをしています。夢はプロになることですが、今の目標は１年生チ
ームのレギュラーになり活躍することです。
　また、サッカーだけじゃなく、勉強でも負けないように、サッカーの練習の
前には勉強をするようにしています。５月末にある中間テストでは、トップ10
を目指します。
　これからも、サッカーでも勉強でも誰にも負けないように頑張ります。 百

ひゃくたけ
武　真

まさ き
希さん（中間三丁目・13歳）

人から人へとバトンをつなぎながら、キラリと輝く
中間市民を紹介します。

夢は“サッカー選手”
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「
食
生
活
」
を
考
え
よ
う

　

健
康
管
理
を
す
る
に
は
、
ま
ず
は
「
食

生
活
」
を
見
直
す
こ
と
で
す
。
食
事
を
見

つ
め
、
体
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
と
あ
な

た
に
必
要
な
栄
養
素
や
効
率
的
に
栄
養
を

摂
取
す
る
た
め
の
調
理
方
法
な
ど
が
分
か

っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
病
気
に
な
り
に
く

い
体
質
づ
く
り
な
ど
、
病
気
の
予
防
に
も

と
て
も
役
立
ち
ま
す
。

　

そ
ん
な
知
識
や
技
術
を
学
べ
る
講
座
を

ご
存
知
で
す
か
。

こ
れ
で
あ
な
た
も

食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
「
栄
養
素
の
基
礎
知
識
」や「
食
育
・
食

品
衛
生
」、「
生
活
習
慣
病
と
食
生
活
」な
ど

に
つ
い
て
学
ぶ
、「
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
食
生
活
改
善
推
進
員
）養
成
講
座
」を
開

催
し
ま
す
。
全
９
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

修
了
す
る
と
、
晴
れ
て
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

講
座
修
了
後
は
、
自
分
や
家
族
の
健
康

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
食
進
会
の
一
員
と

し
て
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　自分や家族の健康を
守るためには、まず食
生活について考えるこ
とが大切です。食生活
改善推進会（以下「食
進会」）では、そのため
に必要な知識や技術を
楽しく学ぶことができ
ます。

で
き
て

い
ま
す
か
？健

康
管
理

食育アドバイザー養成講座
　見学なども受け付けます。詳しくは、お問い合わせください。
●�期 日　６月 10 日、24 日、７月８日、29 日、８月 19 日、26 日、
９月２日、９日、16日（全９回、金曜日）
●�時 間　９時 30分～正午（調理実習の日は午前 10時～ 12時 30分）
●講 師　医師、栄養士、保健師など
●定 員　20人
●場 所　保健センター
●申込締切　５月 31日火
●対 象　講座終了後、中間市食進会に入会できる人
●料 金　無料
※調理実習は材料費として、１回 400 円必要です。

笑顔に出会えます
　食育アドバイザーに
なると、「子ども料理教
室」や「地区普及活動」
などのボランティアに
も参加してもらえます。
そこでは、こんなにも
素敵な笑顔があなたを
待っていますよ。

　食進会では、「私達の健康は私達の手で」を合言
葉に食生活改善を通じて、地域の健康づくりを進め
ています。正しい知識と技術を身につけることで、
より健康な体を手に入れませんか。
　若い人や男性の入会も大歓迎です。１人では心細
いという人は、友人を誘って参加してください。

●
申
込
・
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

食生活改善推進会　会長

中島 美和子 さん
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平
成
28
年
度
の
予
算
は
、
中
間
市
独
自

の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、「
ひ
と
」
と
「
ま

ち
」
を
元
気
に
す
る
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
「
子
育
て
支
援
と
教

育
環
境
の
整
備
」、「
世
界
遺
産
を
中
心
と
し

た
観
光
の
振
興
」
を
最
重
要
課
題
と
捉
え
、

「
元
気
な
風
が
ふ
く
ま
ち
な
か
ま
」
の
実
現

に
向
け
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

従
来
か
ら
力
を
入
れ
て
き
た
子
育
て
支

援
施
策
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
公
費
負
担

を
拡
充
し
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
英
語
教
育
を
中
心
と
し

た
学
力
ア
ッ
プ
事
業
や
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業

を
実
施
し
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
児
童

生
徒
の
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
周
辺

の
環
境
整
備
、
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
の
充
実

を
図
り
観
光
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
に

よ
る
経
済
対
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
を
拡
充
し
、
社
会
基
盤
の

整
備
を
通
じ
て
「
住
ん
で
て
よ
か
っ
た
」「
住

ん
で
み
た
い
」
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
基
づ
き
、
着

実
に
市
政
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

4

平成28年度

予算

中
間
を
つ
く
る     

本
の
柱

５

中
間
市
長

中間をつくる　　本の柱５

子どもは“宝”
「教育・子育て環境」に注力０１

●英語力の強化
　英語習得のために教育環境の整備を進め、グローバル社
会に生きる子どもたちを支援します。
①なかまっ子放課後イングリッシュスクール…8,758 千円
　小学５・６年生を対象に、放課後の時間を利用し、英語
コミュニケーションや英検受験に向けた学習を行います。
②なかまっ子チャレンジ英検受検補助金…1,324 千円
　小・中学生を対象に、英検受検に必要な受検料を補助し
ます。受検者負担額は 500 円です。
③英語力推進（ALT 派遣）事業…9,840 千円
　ＡＬＴ（外国語指導助手）を４人体制にし、小・中学校に
派遣します。英語を母国語とするＡＬＴと日常英会話がで
きる環境を作り、英会話力を高めます。
④なかまっ子イングリッシュキャンプ…240 千円

　小学５・６年生を対象に、夏休みを利用した１泊２日の
英語キャンプを実施します。英語を楽しく活用するだけで
なく、異文化への気付きや理解を深める活動も行います。
●学力アップ推進事業…1,629 千円
　小学３～５年生、中学１・２年生を対象に、全国学力・
学習状況調査に準じた学力調査を実施します。市独自の調
査で、学力の経年変化を分析し、適切な対策を講じ学力の
向上を図ります。
●学校空調設備整備事業…84,479 千円
　昨年度末時点でエアコン設置が未実施の図書室や調理室
など、市内小中学校の 45 室にエアコンを設置します。
●乳幼児・児童医療費負担事業…139,017 千円
　平成 28 年 10 月から通院費の助成対象を、現行の小学校
３年生までから小学校６年生までに引き上げます。

市税
38億 9,042万円
（21.8％）

使用料・手数料
１億7,220万円
（1.0％）

分担金・負担金
１億1,893万円
（0.7％）

財産収入
6,569万円
（0.4％）

諸収入・繰越金
11億 8,637万円
（6.6％）

地方交付税
53億 286万円
（29.7％）

県支出金
11億 3,905万円
（6.4％）

地方消費税交付金
８億8,670万円
（5.0％）

自動車取得税交付金など
２億2,317万円
（1.1％） 市債

12億 4,148万円
（7.0％）

国庫支出金
36億 1,423万円
（20.3％）

扶助費
57億 7,549万円
（32.4％）

人件費
29億 410万円
（16.3％）公債費

19億 5,580万円
（11.0％）

普通建設事業費
10億 9,614万円
（6.1％）

災害復旧事業費
100万円
（0.0％）

補助費など
14億 7,667万円
（8.3％）

繰出金
28億 3508万円
（15.9％）

物件費
16億 2,483万円
（9.1％）

維持補修費
8,065万円
（0.4％）

投資・出資・貸付金
3,074万円
（0.2％）

積立金
3,060万円
（0.2％） 予備費

3,000万円
（0.1％）

歳出
１７８億
4,110万円

歳入
１７８億
4,110万円

自主財源（30.5％）
依存財源（69.5％）

義務的経費（59.7％）
投資的経費（6.1％）
そのほかの経費（34.2％）

　

５
本
の
柱

　

平
成
28
年
度
の
予
算
で
は
、
大
き
く
５

つ
の
事
業
に
尽
力
し
、
市
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
５
ペ
ー
ジ

か
ら
掲
載
し
ま
す
。

　

予
算
概
要

　

平
成
28
年
度
の
予
算
の
規
模
は
、
一
般

会
計
が
178
億
４
、１
１
０
万
円
で
前
年
度

と
比
較
し
て
2.8
％
の
増
額
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額

は
、
369
億
７
、３
９
９
万
円
で
2.7
％
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
が
推
進
す
る
地
方
創
生
へ
の
取
り
組

み
は
中
間
市
で
も
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

こ
の
実
現
の
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た「
中

間
市
総
合
戦
略
」
の
推
進
に
向
け
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
予
算
で
は
、
市
税
と
地

方
交
付
税
が
前
年
度
か
ら
減
額
と
な
る
一

方
で
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
繰
出
金
な

ど
の
社
会
保
障
関
係
経
費
が
増
額
す
る
な

ど
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
緊
急
に
実
施
す
べ
き
政
策
課

題
に
は
重
点
的
に
財
源
を
配
分
す
る
「
選

択
と
集
中
型
予
算
」
に
よ
り
着
実
に
市
政

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
先　
財
政
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
６
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●中間市新規起業者支援補助金…
2,000 千円
　市内で新規起業を目指す人に対し
て、事業の準備に必要な経費を１人
あたり 50 万円まで補助します。
　新しい力の醸成を支援することで、
市内事業者の増加と商工業の振興、
雇用の創出を図ります。

世界に誇る“遺産”
「観光のまち中間」の実現

０2
●��世界遺産関連事業…31,472 千円
　遠賀川水源地ポンプ室の管理保全や
周辺環境の整備計画を策定し、中間市
の資産を保全するとともに、観光客の
受け入れ態勢を強化します。
●�世界遺産インタープリテーション推
進事業…5,084 千円

　世界遺産「明治日本の産業革命遺産」
が所在する８県 11 市が連携し、スマ
ートフォンアプリの開発や施設の説明
板の設置を行います。

●観光振興事業…16,105 千円
　現在のフットパスコースに加え、工
場見学を含めたコースなどを設定しま
す。また、北九州市立大学と連携して
フットパスにふさわしい地域・コース
を検討していきます。
　さらに、レンタサイクルやトリック
アートを活用した滞在型の観光スタイ
ルを強化し、特産品の積極的な情報発
信や市内飲食店のＰＲにより観光客の
増加を図ります。

●
中
古
住
宅
購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
…
１
０
、２
５
０
千
円

　

市
外
か
ら
の
定
住
者
の
増
加
と
空

き
家
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
た

め
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た

中
古
住
宅
の
購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
や

引
っ
越
し
費
用
に
加
え
、
中
古
住
宅

購
入
後
に
解
体
し
新
築
す
る
た
め
の

工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。

●
中
間
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　
…
８
、０
０
０
千
円

　

市
内
業
者
に
よ
り
住
宅
の
改
修
工

事
を
行
う
場
合
に
、
費
用
の
一
部（
補

助
率
10
％
、
上
限
10
万
円
）を
補
助

し
ま
す
。
快
適
な
住
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
健
康
な
暮
ら
し
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
寄
与
し
ま
す
。

■
震
災
を
受
け
て

　

耐
震
工
事
な
ど
も
、
こ
れ
ら
の
補

助
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
よ
り
よ

い
住
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

災
害
に
強
い
家
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

応援します“新生活”
「リフォーム」で快適な家０3叶えよう“夢”

「起業」のこころざし

０5

地域を支える“足”
「コミバス」で出かけよう

０4
●
底
井
野
校
区
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事

業
…
６
、５
２
１
千
円

　

平
成
28
年
10
月
か
ら
底
井
野
校
区
に

お
い
て
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行

し
、
住
民
生
活
に
必
要
な
交
通
手
段
の

確
保
と
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

西
部
地
域
と
東
部
地
域
を
つ
な
ぎ
、

買
い
物
や
病
院
の
通
院
に
気
軽
に
利
用

で
き
る
移
動
手
段
を
整
備
し
、
両
地
域

の
交
流
を
促
す
こ
と
で
、
市
の
さ
ら
な

る
活
性
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

中間をつくる　　本の柱５
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１
http://www.city.nakama.lg.jp

中間市ホームページの QR コードをご利用ください。 中間市公式 Facebook の QR コードをご利用ください。

中間市公式 Facebook
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環
境
衛
生
協
議
会
が
、
家
庭
用
廃
食

用
油
を
回
収
し
ま
す
。

●
回
収
実
施
日　
６
月
12
日
日

　
（
第
２
日
曜
日
・
環
境
美
化
の
日
）

※
６
月
７
日
火
ま
で
に
自
治
会
長
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
持
込
時
間　
９
時
ま
で

●
持
込
場
所　
各
自
治
公
民
館

※
自
治
会
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
自
治
会
長
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

○
家
庭
用
廃
食
用
油
以
外
は
、
絶
対
に

持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い

○
洗
剤
な
ど
が
混
入
し
た
廃
食
用
油
は

回
収
し
ま
せ
ん

○
持
ち
込
み
は
、
必
ず
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

容
器
で
お
願
い
し
ま
す

家
庭
用
廃
食
用
油（
て
ん
ぷ
ら
油
）を
回
収
し
ま
す

●
問
合
先　

環
境
保
全
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
６
５　

　

日
本
に
初
め
て
近
代
水
道
が
造
ら
れ

た
の
は
明
治
20（
１
８
８
７
）年
の
横
浜

で
し
た
。
当
時
日
本
で
は
、
外
国
と
の

貿
易
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
、
腸
チ

フ
ス
・
赤せ

き

り痢
・
コ
レ
ラ
な
ど
の
感
染
症

が
も
た
ら
さ
れ
、
汚
染
さ
れ
た
井
戸
水

な
ど
に
よ
り
多
く
の
人
が
感
染
し
ま
し

た
。
そ
の
感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、

安
全
で
清
潔
な
水
が
求
め
ら
れ
、
水
道

が
普
及
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
本
で
水
道
を
利
用
し
て
い

る
人
は
１
億
２
、４
３
７
万
人
、
普
及

率
は
約
98
％
と
な
り
ま
し
た
。
上
水
道

事
業
の
管
路
の
総
延
長
は
64
万
㎞
（
地

球
を
約
16
周
弱
）。
１
年
間
に
供
給
す

る
水
量
は
153
・
４
億
㎥
（
琵
琶
湖
の
約

５
分
の
３
杯
分
）と
な
り
、
国
民
生
活

や
経
済
活
動
、
都
市
機
能
の
維
持
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
安
全
な

水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
こ
と
は

水
道
事
業
者
の
使
命
で
す
。

　

水
道
週
間
は
、
こ
の
よ
う
な
水
道
に

つ
い
て
の
み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い
理
解

と
、
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
。

■
浄
水
場
の
見
学
が
で
き
ま
す

　

中
間
市
唐
戸
浄
水
場
と
西
部
浄
水
場

で
は
、
原
水
が
ど
の
よ
う
な
浄
水
処
理

工
程
を
経
て
安
全
で
良
質
な
水
道
水
に

作
ら
れ
る
か
を
実
際
に
施
設
を
見
学
し

て
、
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
社

会
教
育
の
一
環
と
し
て
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
花
の
種
と
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
を
無
料

配
布
し
ま
す

　

水
道
週
間
期
間
中
は
、
上
水
道
課
で

花
の
種
と
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

家
庭
で
使
用
し
て
い
る
水
道
メ
ー
タ

ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
有
効
期
限
が
８

年
間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
使
用
し

た
水
量
を
正
確
に
計
る
た
め
、
有
効
期

限
が
満
了
す
る
も
の
を
無
料
で
交
換
し

ま
す
。

　

交
換
対
象
世
帯
に
は
、
事
前
に
委
託

業
者
が
「
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知

ら
せ
」
を
配
布
し
ま
す
。
交
換
作
業
中

は
、
一
時
的
に
水
道
が
使
え
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ご
不
在
時
に
敷
地
内
で

交
換
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

交
換
後
は
「
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
終

了
の
お
し
ら
せ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

な
お
、
交
換
後
、
一
時
的
に
濁
り
水

が
出
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
水
道
の
使

い
始
め
は
水
を
少
し
流
し
て
か
ら
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
水
～
７
日
火
は
水
道
週
間
で
す

●
問
合
先　

上
水
道
課　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
６
４　

　

住
環
境
の
整
備
と
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
的
に
、
住
宅
改
修
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

■
次
の
全
て
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
こ
と

●
対
象
者

〇
中
間
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と

〇
当
該
住
宅
の
所
有
者
で
居
住
者
で
あ

る
こ
と

〇
世
帯
全
員
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

〇
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
こ
と

〇
世
帯
全
員
が
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

●
対
象
住
宅

〇
個
人
の
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

　
※
住
居
部
分
の
み
が
対
象
で
す
。

〇
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
こ
と

●
対
象
工
事

〇
市
内
の
施
工
業
者
が
施
行
す
る
工
事

で
、
工
事
費
が
10
万
円
以
上
の
も
の

〇
補
助
交
付
決
定
前
に
着
工
し
て
い
な

い
も
の

〇
補
助
交
付
決
定
後
、
２
か
月
以
内
に

着
工
し
、
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

に
工
事
が
完
了
す
る
も
の

●
補
助
率
・
限
度
額　
対
象
工
事
費
の

10
％
・
上
限
10
万
円

●
申
込
締
切　
平
成
29
年
２
月
28
日
火

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
補
助
し
ま
す

●
問
合
先　

産
業
振
興
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
３
５　

　

交
通
政
策
基
本
法
の
基
本
原
則
に
従

い
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
の
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。
市
民
の
快
適
な
利
用
と

持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
実
現
を
目
指
す
「
中
間
市
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
①
公
共
交
通
不
便
地

の
解
消
②
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
③
交
通
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市

民
の
意
識
向
上
の
３
つ
を
目
標
に
、
官

民
協
働
の
も
と
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
計
画
の
区
域　
市
全
域

●
計
画
の
期
間　
平
成
28
年
～
32
年（
お

お
む
ね
５
年
間
）

●
計
画
公
表　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

中
間
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

●
問
合
先　

住
宅
都
市
交
通
対
策
課　

☎（
２
４
６
）６
１
５
５　

　

６
月
５
日
日
～
11
日
土
は
、
危
険
物

安
全
週
間
で
す
。
危
険
物
関
係
事
業
所

に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
と
防

火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
中
間
市

消
防
本
部
と
遠
賀
郡
消
防
本
部
、
遠
賀・

中
間
地
区
防
災
協
会
共
同
に
よ
る
危
険

物
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

●
日

時　
６
月
７
日
火
・
13
時
15

分
～

●
場

所　
株
式
会
社
安
川
電
機
中

間
事
業
所（
上
底
井
野
319
‐
４
）

■
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

　
「
危
険
物　
決
め
ろ
無
事
故
の　
ス
ト

　
ラ
イ
ク
」

　

普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
せ
ん
か

　

消
防
署
で
は
、
市
内
在
住
、
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
無
料
で
普

通
救
命
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
日

時　
６
月
26
日
日
・
９
時
～

正
午

●
場

所　
消
防
署

●
内

容　
心
肺
蘇
生
法（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
な
ど
）

●
定

員　
50
人

●
申
込
締
切　
６
月
19
日
日

※
市
内
公
民
館
や
事
業
所
な
ど
の
主
催

で
、
10
人
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
、

出
前
講
座
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
合
先　

消
防
署　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
５
）０
９
０
１　

　

６
月
１
日
水
を
調
査
日
と
し
て
、
全
国

全
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
た
「
経
済
セ

ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
全
産
業
分
野
の
売
上

（
収
入
）金
額
や
費
用
な
ど
の
経
理
項
目
を

同
一
時
点
で
網
羅
的
に
把
握
し
、事
業
所・

企
業
の
経
済
活
動
を
全
国
的
お
よ
び
地

域
別
に
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
事
業
所

と
企
業
を
対
象
と
し
た
各
種
統
計
調
査

の
母
集
団
情
報
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
と
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
行
政
施
策
の
立
案
や
、
教
育

分
野
に
お
け
る
利
用
、
民
間
企
業
に
お
け

る
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、
社
会
経
済

の
発
展
を
支
え
る
資
料
と
し
て
広
く
利

用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
用
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調

査
の
趣
旨・必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
か
た
り
調
査
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

調
査
期
間
中（
５
月
上
旬
か
ら
７
月
上

旬
）に
か
た
り
調
査（
詐
欺
行
為
）に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
調
査
員
は
顔
写
真
入
り
の

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
調
査
票
の

配
布
、
回
収
に
お
い
て
金
銭
を
要
求
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

●
問
合
先　

企
画
政
策
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
３
４　

　
３
月
24
日
、
中
間
市
議
会
定
例
会
で
、

後
藤
哲
治
氏
の
副
市
長
就
任
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

■
後
藤
哲
治
副
市
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
副
市
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
存

じ
ま
す
が
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
気
持
ち
で
ご
ざ
い

ま
す
。
未
熟
・
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

中
間
市
の
市
政
発
展
の
た
め
、
市
長
の
よ

き
補
佐
役
と
し
て
、
将
来
の
都
市
像
「
元

気
な
風
が
ふ
く
ま
ち
な
か
ま
」
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
職
員
と
心
を
１
つ
に
し
、
誠
心
誠
意
市

政
に
ま
い
進
す
る
覚
悟
で
す
。
今
後
と

も
、
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
略
歴

　
昭
和
53
年　
西
日
本
工
業
大
学
卒
業

　
平
成
元
年　
中
間
市
役
所
入
庁

　
平
成
22
年　
土
木
管
理
課
長

　
平
成
24
年　
建
設
産
業
部
長

　
平
成
28
年　
中
間
市
役
所
退
職

新
副
市
長
が
就
任
し
ま
し
た

●
問
合
先　

企
画
政
策
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
３
３　後

ご と う て つ じ

藤哲治　副市長
昭和 30年６月 17 日生
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行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要で
すので、直接会場にお越しください。
●�日 時　６月４日土、17日金・15時〜 17時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36番 10号）
●問合先　企画政策課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓
口で予約してください。受付時間は月曜〜金曜日の午前８
時 30分〜午後５時 15分で、定員は６人です。
●�日 時　６月４日土、17日金、23日木・15時〜17時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36番 10号）
●問合先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 17時
●�問合先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16時
●�場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10番１号）
　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
●�受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16時
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問合先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、県警職員が相談に応じます。
●������日 時　６月８日水・10時〜 16時（受付は 15時まで）
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36番 10号）
●問合先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

●�期 日　毎月第１〜４火曜日
●時間・場所
　○13時〜14時・福祉支援課（市役所１階）
　○14時 30分〜15時 30分・ハピネスなかま
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

中間市公式 Facebook の QR コードをご利用ください。

中間市公式 Facebook
https://www.facebook.com/city.nakama.lg.jp/

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１
http://www.city.nakama.lg.jp

中間市ホームページの QR コードをご利用ください。
　
納
期
限
は
毎
月
月
末
で
す
が
、
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
な
ど
で
金
融
機
関
が
休
み

の
と
き
は
、
翌
営
業
日
と
な
り
ま
す
。
12

月
は
条
例
の
定
め
に
よ
り
納
期
限
は
25

日
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限
は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
発
生
し
、
財
産
の
差
し
押

さ
え
な
ど
の
行
政
処
分
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
は
必
ず
守
り
ま

し
ょ
う
。
も
し
、
納
期
限
内
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
税
や
保
険
料
な
ど
の
納
付
は
口
座
振

替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
送
ら
れ
て
き

た
納
付
書
に
つ
づ
ら
れ
て
い
る
「
口
座
振

替
依
頼
書
」
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
市
内
の
各
金
融
機
関
の
窓
口
に
も
依

頼
書
を
備
え
て
い
ま
す
。

●
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と

○
市
税
の
支
払
い
の
た
め
に
、
金
融
機

関
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん

○
指
定
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
う
っ
か
り
納

期
限
を
過
ぎ
て
も
安
心
で
す

○
一
度
手
続
き
を
す
る
と
毎
年
度
自
動

更
新
さ
れ
ま
す

●
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

　

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
福
岡
銀
行
、

福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
、
遠
賀
信
用

金
庫
、
北
九
州
農
業
協
同
組
合
、
九

州
労
働
金
庫
の
本
店
と
各
支
店
・
各

出
張
所
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局

■
困
っ
た
と
き
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
債
権
管
理
係
を
新
設
し
ま
し

た
。
ま
た
、
滞
納
整
理
係
を
拡
充
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
の
公
平
・
公
正
な
収
納
業

務
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
税

や
保
険
料
の
未
納
・
滞
納
は
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
行
政
処
分
を
免
れ
ま
せ
ん
。

　

分
割
納
付
や
夜
間
納
付
な
ど
随
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
収
納
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

　
収
納
課
で
は
、
毎
月
月
末
の
２
日
間
に

午
後
７
時
ま
で
夜
間
窓
口
を
開
設
し
、
市

税
や
保
険
料
の
納
付
と
納
付
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
仕
事
で
日

中
に
金
融
機
関
や
市
役
所
に
足
を
運
べ

な
い
人
は
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
設
日
は
、
広
報
な
か
ま
の
行
事
予

定
表
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
の
税
や
保
険
料
の
納
期
限
が
決
定
し
ま
し
た

●
問
合
先　

収
納
課　
　

  　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
７
５　

個人
市県民税

固定
資産税 軽自動車税 国民健康

保険税
介護
保険料

後期高齢者
医療保険料 納期限

４月 １期 平成 28年５月２日

５月 １期 全期 ２期 平成 28年５月31日

６月 １期 １期 ３期 平成 28年６月30日

７月 ２期 ２期 ４期 １期 平成 28年８月１日

８月 ２期 ３期 ５期 ２期 平成 28年８月31日

９月 ４期 ６期 ３期 平成 28年９月30日

10月 ３期 ５期 ７期 ４期 平成 28年 10月31日

11月 ６期 ８期 ５期 平成 28年 11月30日

12月 ３期 ７期 ９期 ６期 平成 28年 12月26日

１月 ４期 ８期 10期 ７期 平成 29年１月31日

２月 ４期 ９期 11期 ８期 平成 29年２月28日

３月 10期 12期 ９期 平成 29年３月31日

■税や保険料の納期限一覧　

曲
川
を
守
る
会
主
催
で
曲
川
の
清
掃

活
動
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
５
月
29
日
日
・
９
時
～

10
時（
予
定
）

●
集
合
場
所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
裏

●
清
掃
場
所　
蓮
花
寺
交
差
点
付
近
か

ら
親
水
公
園
ま
で
の
曲
川
河
川
敷
と

沿
道

※
清
掃
に
必
要
な
ご
み
袋
と
火
ば
さ
み

を
貸
し
出
し
ま
す
。

曲
川
清
掃
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
問
合
先　

環
境
保
全
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
５
）６
２
６
５　

指
名
業
者
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

●
問
合
先　

契
約
課　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
５
５　

　

平
成
28
年
度
の
建
設
業
や
測
量
な
ど

の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書（
市

内
・
準
市
内
業
者
お
よ
び
市
外
業
者
）の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

●
期

間　
６
月
１
日
水
～
30
日
木

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
場

所　
契
約
課

●
申
請
書
類

〇
市
内
・
準
市
内
業
者
…
市
の
指
定
様

式（
契
約
課
で
１
部
500
円
で
販
売
）

〇
市
外
業
者
…
国
の
統
一
様
式

●
職

種　
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

●
採
用
予
定
人
数　
１
人

●
申
込
締
切　
６
月
３
日
金

※
受
験
申
込
書
お
よ
び
案
内
書
は
、
総

務
課（
市
役
所
２
階
）お
よ
び
市
立
病
院

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

○
平
成
28
年
８
月
１
日
時
点
で
60
歳
未

満
の
人

○
社
会
福
祉
士
と
主
任
介
護
支
援
専
門

員
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

○
事
業
所
や
施
設
な
ど
で
３
年
以
上
の
実

務
経
験
が
あ
る
人

●
受
験
で
き
な
い
人　
地
方
公
務
員
法

第
16
条
に
当
て
は
ま
る
人

●
試
験
期
日　
６
月
11
日
土

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
試
験
内
容　
論
文
試
験
・
面
接
試
験

●
採
用
予
定
日　
８
月
１
日
月

※
詳
し
く
は
、試
験
案
内
を
見
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
中
間
市
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

●
問
合
先　

総
務
課　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
３
２　
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非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て

　
倒
産
や
解
雇
な
ど
の
理
由
で
退
職
し
た
人

（
非
自
発
的
失
業
者
と
い
い
ま
す
）が
、
在
職

中
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
税
負
担
で
国
民
健
康

保
険
に
加
入
で
き
る
よ
う
税
の
軽
減
措
置
を

設
け
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満

の
人
で
、「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

の
「
離
職
理
由
」
欄
の
番
号（
コ
ー
ド
）

が
下
の
表
に
当
て
は
ま
る
人

※
た
だ
し
、
雇
用
保
険
の
特
例
受
給
資
格

者
と
高
年
齢
受
給
資
格
者
は
対
象
外
で
す
。

●
軽
減
内
容　
本
人
の
前
年
の
所
得
の
う

ち
、
給
与
所
得
の
み
を
30
／
100
と
し
て
税

を
算
定
し
ま
す
。
期
間
は
、
離
職
の
翌
日

が
属
す
る
月
か
ら
そ
の
月
の
属
す
る
年
度

の
翌
年
度
末
ま
で（
最
長
２
年
間
）で
す
。

高
額
療
養
費
な
ど
の
区
分
の
判
定
に
も
、

軽
減
所
得
が
採
用
さ
れ
ま
す

●
届
出
に
必
要
な
も
の

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証（
原
本
）

○
国
民
健
康
保
険
証

○
印
鑑

※
当
て
は
ま
る
人
は
必
ず
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
な
い
場
合
は
軽
減
さ
れ

ま
せ
ん
。

※
対
象
期
間
で
あ
れ
ば
、
遡そ

き
ゅ
う及
し
て
税
の

軽
減
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

第
１
号
被
保
険
者
と
任
意
加
入
被
保
険

者
は
、月
々
の
定
額
保
険
料（
１
６
、２
６
０

円
）に
付
加
保
険
料（
400
円
）を
加
算
し
て
納

め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
を

上
乗
せ
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
注
意
事
項

○
定
額
保
険
料
を
納
付
し
た
月
分
の
み
、
付

加
保
険
料
を
納
付
で
き
ま
す

○
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
に
な
り
ま
す

○
受
け
取
る
年
金
額
は
、
定
額
の
た
め
物

価
ス
ラ
イ
ド（
増
額
・
減
額
）し
ま
せ
ん

○
第
３
号
被
保
険
者
・
国
民
年
金
基
金
に

加
入
中
の
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

○
申
し
込
み
は
市
民
課
年
金
係
で
も
受
け

付
け
ま
す

●
問
合
先　
八
幡
年
金
事
務
所

　
☎（
６
３
１
）７
９
６
２

国
民
年
金
基
金

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者
な
ど
の

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
を
対
象
に
、

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
給
付
を
行

い
、
老
後
の
所
得
保
障
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
平
成
３
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
道
府
県
単
位
で
設
立
さ
れ
る
地
域
型

基
金
と
、
同
種
同
業
の
人
に
よ
っ
て
全
国

単
位
で
設
立
さ
れ
る
職
能
型
基
金
が
あ
り

ま
す
。
加
入
は
任
意
で
す
。

　

給
付
設
計
は
、
全
員
が
加
入
す
る
１
口

目
と
、
希
望
に
応
じ
て
選
択
す
る
２
口
目

以
降
が
あ
り
、
口
数
に
応
じ
て
掛
け
金
を

納
め
ま
す
。
納
め
た
掛
け
金
は
、
社
会
保

険
料
控
除
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
国
民
年
金
の
付
加
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
福
岡
県
国
民
年
金
基
金

　
☎
０
１
２
０（
６
５
）４
１
９
２

心
と
体
を
育
む
「
食
事
」

　
「
食
」
は
子
ど
も
の
体
の
機
能

だ
け
で
な
く
、
心（
情
緒
）の
発
達

に
も
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。
大
人

も
子
ど
も
も
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
た
時
は
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
そ
れ
も
大
好
き
な
人

や
家
族
と
一
緒
に
食
べ
た
と
き
は
、

幸
せ
が
倍
に
な
り
ま
す
。
今
は
、
コ
ン
ビ
ニ

の
普
及
で
24
時
間
365
日
簡
単
に
食
べ
も
の
が

手
に
入
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
が
悪
い
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
料
理
を
作
る
側
」

と
「
食
べ
る
側
」
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と

が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

料
理
を
作
る
側
は
、
な
る
べ
く
添
加
物
が

入
っ
て
い
な
い
「
安
全
・
自
然
・
旬
」
な
も

の
を
各
家
庭
の
味
付
け
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
受
け
継
が
れ

た
家
庭
の
味
は
故
郷
の
味
と
し
て
、
一
生
忘

れ
な
い
記
憶
と
し
て
残
り
ま
す
。

　

忙
し
い
と
き
に
は
、
レ
ト
ル
ト
食
品
や
コ

ン
ビ
ニ
の
惣
菜
な
ど
で
構
い
ま
せ
ん
が
、
出

来
る
だ
け
手
間
を
か
け
て

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た

料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
１
日
１
回
は
、

家
族
そ
ろ
っ
て
会
話
を
し

な
が
ら
食
事
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
朝
食
は
１
日
の
活
力
の
源
で
す
。

必
ず
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ご
飯
と

味
噌
汁
、
納
豆
な
ど
日
本
人
の
体
に
合
っ
た

和
食
が
良
い
の
で
す
が
、
パ
ン
食
で
あ
れ
ば
、

牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
サ
ラ
ダ
な
ど
と
一
緒

に
摂
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
る
側
は
、
野
菜
や
お
米
な
ど
の
食
材

を
作
っ
て
く
れ
た
人
、
料
理
を
作
っ
て
く
れ

た
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
「
い
た
だ

き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
と
手
を
合
わ
せ

て
言
葉
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
器
の
配

膳
な
ど
、
お
手
伝
い
を
す
る
と
い
う
役
割
を

持
つ
こ
と
で
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
責
任

感
が
芽
生
え
ま
す
。
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
食
器

や
食
材
に
触
れ
、
親
が
料
理
を
す
る
姿
を
見

て
、
一
緒
に
作
る
こ
と
で
「
食
」
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

大
人
が
「
食
べ
る
」
こ
と
を
大
切
に
し
、

物
を
大
切
に
し
、
植
物
や
動
物
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
、子
ど
も
は
自
然
に「
食
」や「
物
」、

「
人
」
を
大
切
に
す
る
心
が
育
ち
ま
す
。「
忙

し
い
、
忙
し
い
」
と
言
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
。
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
子
ど
も
と

向
き
合
う
時
間
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
子

ど
も
は
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
言
葉
掛
け

を
待
っ
て
い
ま
す
。「
忙
し
い
」
と
い
う
字
は

「
心
」
を
「
亡
く
す
」
と
書
き
ま
す
。
心
を
亡

く
し
た
大
人
に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

視
覚
障
が
い
者
へ
の
生
活
訓
練

　

視
覚
障
が
い
者
へ
の
生
活
訓
練
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。
歩
行
訓
練
士
な
ど
が
自
宅

を
訪
問
し
、
歩
行
訓
練（
手
引
き
歩
行
・
白

杖
歩
行
な
ど
）や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓

練（
点
字
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）な
ど
を
行
い

ま
す
。

●
期

間　
週
１
回
で
３
か
月
～
６
か

月
程
度

●
対

象　
市
内
在
住
の
視
覚
障
が
い
者

●
募
集
人
数　
２
人

※
申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
、
面
接
な
ど

に
よ
り
緊
急
度
の
高
い
人
を
優
先
し
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
期
限　
５
月
27
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
福
祉
支
援
課

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

遠
賀
郡
４
町
と
中
間
市
で
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座（
基
礎
課

程
）を
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　

聴
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い

者
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
手
話
で

日
常
生
活
を
行
う
の
に
必
要
な

手
話
語
い
お
よ
び
表
現
技
術
を
習
得
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
講
座
に
は
入
門

と
基
礎
の
２
種
類
が
あ
り
、
今
年
は
基
礎

課
程
を
実
施
し
ま
す
。

●
日

時　
６
月
30
日
～
平
成
29
年
１

月
19
日
の
毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）・

19
時
～
21
時

●
場

所　

遠
賀
町
中
央
公
民
館（
遠

賀
町
大
字
今
古
賀
513
）

●
対

象　
遠
賀
郡
・
中
間
市
内
に
在

住
ま
た
は
在
勤
の
人

※
入
門
課
程
未
修
了
の
人
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
内

容　
手
話
奉
仕
員
養
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
基
礎
課
程

●
定

員　
40
人
程
度

※
申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
抽
選
し
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
参
加
料　
３
、２
４
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
）、
300
円（
交
流
会
費
）

※
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
人
は
、
テ
キ
ス
ト
代

は
不
要
で
す
。

●
申
込
締
切　
６
月
15
日
水

●
申
込
・
問
合
先　
福
祉
支
援
課

国保だより

健康増進課
☎（２４６）６２４６

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０

視覚障がい者支援

福祉支援課
☎（２４６）６２８２

福 祉 の 輪
みんながつながる

離職理由コード 離　　職　　理　　由
11 解雇
12 天災などにより事業の継続が不能となったことによる解雇
21 雇止め（雇用期間３年以上で通知あり）
22 雇止め（雇用期間３年未満で更新明示あり）
23 期間満了（雇用期間３年未満で更新明示なし）
31 事業主からの働きかけによる正当自己都合退職
32 事業所の移転などに伴う正当自己都合退職
33 正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間 12か月以上）
34 正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間 12か月未満）

■付加年金額の例（付加保険料を10年間納めた場合）
�����老齢基礎年金 ���付加年金
　780,100円＋24,000円＝804,100円／年が受け取れます
������（平成28年度満額）

■付加保険料を10年間納めた金額
　400円×10年（120か月）＝48,000円
■１年間に受け取る付加年金額
　200円×10年（120か月）＝24,000円
２年間で支払った保険料と同額になるためたいへんお得です。

付加年金（年間受取額）＝200円×付加保険料納付月数

子育てコラム①

子育て支援センター
☎（２４５）５５５７
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■事例
　義父が突然亡くなり、病院からすぐに遺体を引き取るように言わ
れ、電話帳に広告を出している葬儀社に連絡した。遺体を運んでも
らうとそのまま葬儀プランについて話し合った。「家族葬でお願いし
たい」と伝えたが、一般葬を強く勧められ、最後は精神的な疲れも
あり、根負けして約150万円の契約をした。葬儀は終わったが、お
金がなく費用を支払うことができない。

くらしのミカタ

複
数
人
で
納
得
で
き
る
ま
で

　

葬
儀
は
突
然
必
要
に
な
る
う

え
、
身
近
な
人
と
の
死
別
の
悲

し
み
に
よ
り
、
冷
静
に
対
応
す

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
陥
り

ま
す
。
ま
た
、
葬
儀
で
提
供
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
種
類
も
複
雑

な
た
め
、
業
者
と
の
打
ち
合
わ

せ
は
親
族
な
ど
と
複
数
で
行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

見
積
書
の
請
求
に
応
じ
、
丁

寧
な
説
明
を
し
て
く
れ
る
葬
儀

会
社
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
葬
儀

会
社
に
予
算
や
希
望
を
は
っ
き

り
と
伝
え
、
納
得
で
き
る
ま
で

相
談
や
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
参
列

者
の
人
数
に
よ
っ
て
増
減
す
る

項
目
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

事
前
の
準
備
が
大
切
で
す

　

ま
た
、
葬
儀
の
知
識
を
身
に

付
け
て
お
か
な
い
と
、
葬
儀
会

社
に
希
望
を
伝
え
る
こ
と
す
ら

で
き
ま
せ
ん
。
可
能
で
あ
れ
ば
、

生
前
に
家
族
と
相
談
し
、
葬
儀

に
つ
い
て
情
報
収
集
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

も
し
も
の
事
態
に
も
冷
静
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事

前
相
談
窓
口
が
あ
る
葬
儀
会
社

も
あ
る
の
で
利
用
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「葬儀の料金トラブルに気を付けて！」

平
成
27
年
度

も
え
る
ご
み
ま
と
め

　

平
成
27
年
度
は
、
26
年
度
と
比

較
し
て
、
３
％
の
減
量
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
が
、
27
年
度
の
年
間

の
も
え
る
ご
み（
※
１
）の
搬
入
量
は

１
０
、９
５
５
、１
６
０
㎏
、
26
年

度
と
比
べ
て
2.1
％
の
減
量
で
し
た
。

　

今
年
度
も
、
前
年
度
比
３
％
減

を
目
指
し
ま
す
。

　

１
人
当
た
り
、
年
間
約
5.4
㎏
、

１
日
に
つ
き
15ｇ（
※
２
）の
減
量
に

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
１
…
家
庭
ご
み
・
事
業
所
ご
み

の
合
計

※
２
…
市
内
人
口
４
３
、０
０
０
人

で
計
算

や
っ
て
み
よ
う
！

６
月
12
日
日
は
エ
コ
ラ
イ
フ

　

前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、「
や

っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ
！
２
０
１
６
」

を
、
全
国
環
境
月
間
中
の
６
月
12
日

日
に
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
家
庭

で
始
め
ら
れ
る
、
二
酸
化
炭
素
を
減

ら
す
た
め
の
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発

運
動
で
す
。
昨
年
同
様
、
学
校
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
事
業
所
に
も
参

加
を
呼
び
か
け
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
当
日
使
う
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
入

手
方
法
と
記
入
方
法
は
次
の
と
お
り

で
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
一
般
用
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト（
Ａ
４
）の

入
手
・
提
出
場
所（
予
定
）

　

環
境
保
全
課
、
東
部
出
張
所
、

西
部
出
張
所
、
中
央
公
民
館
、
市

民
図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

働
く
婦
人
の
家
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
内
）、

底
井
野
郵
便
局
、
イ
オ
ン
な
か
ま
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

■
チ
ェ
ッ
ク
方
法

　

実
践
し
た
項
目（
本
人
お
よ
び
家

族
欄
）に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

■
シ
ー
ト
の
提
出
方
法

　

節
電
や
節
水
、
正
し
い
ご
み
の

分
別
な
ど
17
の
項
目
ご
と
に
チ
ェ

ッ
ク
の
目
安
と
減
ら
せ
る
二
酸
化

炭
素
の
量
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

シ
ー
ト
は
、
６
月
27
日
月
ま
で

に
回
収
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

■
エ
コ
ラ
イ
フ
項
目
の
例

○
冷
蔵
庫
の
扉
は
す
ぐ
に
閉
め
た

○
ほ
か
の
用
事
を
す
る
と
き
は
テ

レ
ビ
を
消
し
た

○
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
を
出
し
っ
ぱ

な
し
に
し
な
い
で
、
こ
ま
め
に

止
め
た

○
買
い
物
の
と
き
、
レ
ジ
袋
は
も

ら
わ
な
か
っ
た

○
濡
れ
た
手
や
汚
れ
を
拭
く
と
き
、

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
を
使
わ
な
か
っ
た

■
取
り
組
み
結
果
の
公
表

　

回
収
さ
れ
た
シ
ー
ト
は
、
集
計

後
、
参
加
人
数
、
二
酸
化
炭
素
の

削
減
量
な
ど
を
や
っ
ち
ゃ
れ
コ
ー

ナ
ー
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

す
る
予
定
で
す
。

や
っち
ゃれ環境

み
んな

で考
えよう　地球の未来

環

境保全課（２４５）５
３０

０

　日本最初の西洋式紡績工場である鹿児島紡績所で、
技術指導にあたったイギリス人技師の宿舎として、1867
年に建てられた建物です。木造２階建てで、四面にベラ
ンダを巡らせたコロニアルスタイルと呼ばれる、シンプル
さや機能性を求めたヨーロッパの様式を採用していまし
た。西洋建築の輸入当初に日本各地に造られたこの種の
建築物のうち、現存する２階建て住居としては最も初期
のものです。幕末期における建築洋風化の進展を示すも
のとして貴重とされています。昭和37年 6月に国の重要
文化財に指定されています。

旧鹿児島紡績所技師館

世
界
遺
産
で

な
か
ま
に

な
ろ
う

ちいさなこころで
はぐくむ人権

子どもたちが感じた人権の
カタチ。作文や標語をとお
して、もう一度人権につい
て考えてみませんか。

遠賀川水源地ポンプ室の
世界遺産なかまを紹介します。

全国の消費生活センターに寄せられる相談の一部
を紹介します。

●場 所　鹿児島県鹿児島市吉野町 9685-15
●問 合 先　異人館
　☎０９９（２４７）３４０１
●アクセス
�　ＪＲ鹿児島中央駅から
　カゴシマシティビュー・まち巡りバスで約 30 分

消費生活センター　☎（２４６）５１１０

あいさつは人と人をつ
なぐ大切なもの。少し
勇気がいるけど、自分
からあいさつをすれば、
みんなが楽しく、明る
く暮らせるはずです。

底井野小学校卒業
森
もりした

下 純
す み れ

麗さん

　「
あ
い
さ
つ
と
は
、
何
だ
ろ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
森
下　
純
麗

　

三
学
期
の
始
業
式
、
校
長
先
生

が
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
の
話
を
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

「
三
学
期
も
『
あ
そ
べ
』
を
忘
れ

ず
に
、
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」
と
い
う
内
容
で
し
た
。「
あ

そ
べ
」
と
は
、
三
つ
の
頭
文
字
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。
あ

そ
べ
の「
あ
」は
、あ
い
さ
つ
の
あ
、

「
そ
」
は
、そ
う
じ
の
そ
、「
べ
」
は
、

べ
ん
き
ょ
う
の
べ
で
す
。
校
長
先

生
は
、「
特
に
あ
い
さ
つ
を
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
あ
い
さ
つ
を
な
ぜ
す

る
の
か
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
ど

ん
な
よ
い
こ
と
が
あ
る
の
か
疑
問

に
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は

今
ま
で
の
自
分
を
ふ
り
返
っ
て
み

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
私
が
五
年
生
の
と
き

の
話
し
で
す
。
五
年
生
だ
っ
た
私

は
放
課
後
、
家
に
帰
っ
て
い
ま
し

た
。
帰
っ
て
い
る
途
中
、
初
め
て

会
っ
た
女
の
人
と
す
れ
ち
が
い
ま

し
た
。
私
は
そ
の
女
の
人
に
「
こ

ん
に
ち
は
。」
と
話
し
か
け
ま
し

た
。
す
る
と
、
女
の
人
も
「
こ
ん

に
ち
は
。」
と
笑
顔
で
返
事
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
と

き
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
初

め
て
会
っ
た
人
と
、
少
し
だ
け
心

を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
に
は
勇
気

が
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
相
手

が
少
し
で
も
言
葉
を
返
し
て
く
れ

る
と
安
心
感
や
自
信
が
わ
い
て
き

ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
経
験
か
ら
あ
い
さ

つ
と
は
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
い

さ
つ
と
は
、
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
を
始
め
る
第
一
歩
だ
と
思
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
あ
い
さ
つ
は

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
場
面
で
も
、
人

と
関
わ
る
と
き
に
は
、
あ
い
さ
つ

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ

を
心
が
け
、
笑
顔
で
人
と
関
わ
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　

あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
た
今
、
私
は
、
児
童
会
役
員
と

し
て
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
計
画

し
ま
し
た
。「
あ
い
さ
つ
運
動
」

と
は
、
相
手
か
ら
あ
い
さ
つ
さ
れ

る
前
に
、
自
分
か
ら
進
ん
で
気
持

ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。
児
童
会
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
自
分
か
ら
あ
い

さ
つ
で
き
る
よ
う
に
一
日
三
十
回

友
達
や
周
り
の
人
に
、
あ
い
さ
つ

を
す
る
と
い
う
高
い
目
標
を
た
て

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
全
校
集
会
を

開
き
、
あ
い
さ
つ
の
よ
い
モ
デ
ル

を
示
し
た
り
、
あ
い
さ
つ
に
関
す

る
ゲ
ー
ム
や
お
知
ら
せ
等
を
し
た

り
し
ま
す
。
児
童
会
の
こ
と
、
取

り
組
み
を
通
し
て
、
み
ん
な
が
楽

し
く
、
明
る
く
過
ご
せ
る
学
校
へ

と
、
さ
ら
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

平成27年度のもえるごみの搬入量は、対26年度比３％の減
量を目標にしていました。引き続きごみの減量化・資源化
にご協力をお願いします。

もえるごみの搬入量状況

27 年度 26 年度 前年当月比 増減率

３月 903,090㎏ 884,730㎏ 18,360㎏ 2.1％

年間
累計 10,955,160㎏ 11,187,250㎏ △ 232,090㎏ △ 2.1％
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下
野 

惠
助
選

短 

歌

境
内
の
花
嫁
に
傘
春
の
雨

　
　
　
桜
台
二
丁
目	

吉
　
田
　
織
　
恵

満
面
の
笑
み
た
ん
ぽ
ぽ
の
髪
飾
り

　
　
　
朝
霧
一
丁
目	
八
　
汐
　
律
　
子

稚
魚
放
つ
子
ら
の
手
の
ひ
ら
夏
兆き

ざ

す

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

升
　
水
　
恵
美
子

石
垣
に
揺
れ
レ
ー
ス
め
く
雪
柳

　
　
　
扇
ヶ
浦
四
丁
目	

是
　
松
　
喜
美
江

天や
ま
ま
ゆ蚕
の
光
を
放
ち
う
す
み
ど
り

　
　
　
太
賀
四
丁
目	

隈
　
井
　
景
　
子

コ
ス
モ
ス
愛
句
会

俳 
句

ア
ド
バ
イ
ス
何
の
役
に
も
た
た
ぬ
恋

　
　
　
通
谷
四
丁
目	

平
　
田
　
照
　
子

こ
の
季
節
い
つ
も
歌
っ
た
早
春
賊

　
　
　
大
辻
町	

歌
野
原
　
勝
　
信

ど
こ
と
な
く
心
浮
き
立
つ
春
の
朝

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

三
ヶ
島
　
浩
　
之

細
井
月
ウ
サ
ギ
は
ど
こ
へ
行
っ
た
や
ら

　
　
　
小
田
ヶ
浦
二
丁
目	

武
　
田
　
睦
　
代

酒
飲
め
る
今
に
不
服
が
あ
る
も
の
か

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

古
　
谷
　
龍
太
郎

吉
富 

廣 

選

川 

柳

History
昭和９年に発見された円面硯

第 51 回

　
昭
和
８
年
９
月
30
日
、
遠
賀
川
の
西

岸
に
中
間
高
等
小
学
校（
現
在
の
中
間

中
学
校
）が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
中
間
高
等
小
学
校
の
校
舎
新

設
工
事
中
に
、
弥
生
時
代
の
箱
式
石
棺

墓
と
奈
良
時
代
の
横
穴
墓
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
９
年
の
こ
と
で
す
。

　

箱
式
石
棺
墓
か
ら
は
磨
製
石
剣
が

出
土
し
、
横
穴
墓
か
ら
は
人
骨
、
鉄
製

刀と
う
す子
、
須す

え

き

恵
器
、
土は

じ

き

師
器
な
ど
が
出
土

し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

遺
物
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
円
面

硯
が
出
土
し
た
こ
と
で
す
。

　
円
面
硯
は
土
製
の
硯す

ず
り

で
、
そ
の
名
の

と
お
り
丸
い
形
を
し
て
い
ま
す
。硯
は
、

約
２
０
０
０
年
前
に
中
国
で
発
明
さ
れ

た
文
房
具
の
ひ
と
つ
で
、
筆
を
使
用
す

る
時
に
必
要
な
道
具
で
す
。
こ
の
文
房

具
は
中
国
か
ら
直
接
あ
る
い
は
朝
鮮
半

島
を
経
由
し
て
、
飛
鳥
時
代
に
日
本
に

も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
中
間
中
学
校
か
ら
出
土
し
た

円
面
硯
は
、
大
陸
の
文
化
が
中
間
市
周

辺
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
円
面
硯
は
当
時
の
役
所
跡
や

寺
院
跡
な
ど
か
ら
出
土
す
る
こ
と
が
多

い
遺
物
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
字
を
書

く
こ
と
が
で
き
る
知
識
層
が
生
活
し
て

い
た
場
所
が
こ
れ
ら
の
場
所
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
つ
ま
り
、
円
面
硯
の
出
土
に

よ
っ
て
、
中
間
市
に
も
字
を
書
く
こ
と

が
で
き
る
知
識
層
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文芸歳時記
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円え

ん

め

ん

け

ん

面
硯

～
中
間
中
学
校
横よ

こ

あ

な

ぼ

ぐ

ん

穴
墓
群
か
ら
出
土
～

注
目
の
本

知られざる中間の歴史を

ひも解きます。

　中間南クラブは、中間市唯一のソフトボールチームで、その発足は昭和57
年にまで遡

さかのぼ

ります。「スポーツはあいさつに始まってあいさつに終わる」と、
礼節を守ることをモットーに、現在９人の小学生部員が元気に汗を流してい
ます。長い歴史の中には、硬式野球に転身し、甲子園常連の高校に所属する
卒業生や、全国優勝した高校のエースに成長した女子選手、２世代にわたっ
てチームに所属する親子など多くの選手を輩出しました。福岡県はソフトボ
ールの強豪が多く、南クラブも積極的に市外や県外の試合に出場しています。
　絶賛部員募集中です。ほかの校区や市外の小学生でも興味がある子はぜひ
練習を見に来てください。

●問 合 先　中間南クラブ代表・真崎
　☎０８０（４２８７）８５３８

体育の時間
スポーツで輝く人やチームのほか、市内や周辺地域で開催される
スポーツイベントなどを紹介します。

中間南クラブ

35年の伝統を引き継ぐソフトボール魂

　

特
集
展
示　
　
　
　
　
　

　

お
す
す
め
本
コ
ー
ナ
ー

　

５
月
は
気
候
も
良
く
、
外

出
を
す
る
の
に
ぴ
っ
た
り
の

季
節
で
す
。
そ
こ
で
、
今
月

は
旅
行
や
山
登
り
な
ど
に
関

す
る
本
の
特
集
で
す
。
本
を

手
に
、
家
族
や
友
人
と
新
緑

の
季
節
を
楽
し
む
計
画
を
立

て
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

読
書
会

　

本
を
通
し
て
楽
し
く
語
り

合
う
読
書
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
が
そ
の
月
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
お
す
す
め
の
本
を

紹
介
し
ま
す
。
何
か
読
み
た

い
け
ど
何
を
読
ん
だ
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
の

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ　
「
昨
年
読
ん

で
１
番
面
白
か
っ
た
本
」

●
日

時　
６
月
17
日
金・

10
時
～
11
時
30
分

●
定

員　
10
人
程
度

　

医
療
講
座「
が
ん
に
つ
い
て
」

　

中
間
市
立
病
院
・
副
院
長

の
江
口
雅
人
先
生
を
講
師
に

迎
え
、
が
ん
検
診
の
意
義
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日

時　
６
月
10
日
金・

15
時
～
16
時

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
市
民
図
書
館

●
申
込
方
法　
図
書
館
窓
口

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４

住 所　蓮花寺三丁目１-２

休 館 日　５月16日月、23日月、
25日水、30日月、６月６日月

開館時間　９時30分～19時

市民図書館のおすすめの本
やイベントを紹介するよ。
みんな遊びに来てね。

うめ婆行状記
（一般書）

宇江佐真理・著

北町奉行所同心の夫を亡くした
商家出のうめは、独り暮らしを
楽しもうとしていた矢先、甥っ
子の隠し子騒動に巻き込まれ、
ひと肌脱ぐことに…。著者の遺
作となる、未完の長編時代小説。

クルツのごきげんしゃしんかん

ねこのクルツの写
しゃしんかん

真館に、
たてがみはぼさぼさ、ひげ
はよれよれのライオンがやっ
てきました。「強

つよ

そうに撮
と

っ
てくれ」というライオンにク
ルツは…。

加藤晶子・さく

（児童書）

そ
れ
ぞ
れ
に
お
で
ん
選
び
て
鍋
に
入
れ
若
き
夫
婦
は
コ
ン
ビ
ニ
を
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
三
丁
目	

掛
　
田
　
清
　
香

水
を
か
え
水
仙
す
く
と
背
を
伸
す
一
輪
ざ
し
に
か
す
か
な
香
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

日
　
野
　
康
　
子

こ
の
先
に
人
住
む
街
の
あ
り
た
れ
ど
廃
線
の
レ
ー
ル
赤
く
荒さ

び
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
生
二
丁
目	

吉
　
田
　
千
　
歳

未
来
あ
る
若
き
命
の
閉
ざ
さ
れ
し
ま
ど
ろ
み
の
中
ス
キ
ー
バ
ス
事
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
二
丁
目	

山
　
下
　
純
　
子

や
わ
ら
か
な
春
の
川
辺
に
ゆ
き
柳
緑
の
穂
先
花
は
ま
だ
ま
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡
　
本
　
マ
キ
子
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自
分
の
血
圧
の
値
を
知
っ
て

い
ま
す
か

　

血
圧
と
は
、
血
管
の
中
を
血
液

が
流
れ
る
と
き
に
、
血
管
の
壁
に

か
か
る
圧
力
の
こ
と
で
す
。
血
圧

が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
血
管
の

壁
に
強
い
圧
力
が
か
り
血
管
が
傷

め
つ
け
ら
れ
て
そ
の
老
化
現
象
が

早
く
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

血
管
は
全
身
に
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
の
で
高
血
圧
の
影
響
は
全

身
に
及
び
ま
す
。
脳
や
腎
臓
、
目

の
網
膜
な
ど
血
管
が
た
く
さ
ん
あ

る
所
ほ
ど
そ
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
そ
れ
に
、
血
液
を
送
り
出
す

際
に
負
担
が
か
か
る
心
臓
も
、
高

血
圧
の
合
併
症
が
現
れ
や
す
い
臓

器
で
す
。

家
庭
で
血
圧
を
測
定
し
ま
し
ょ
う

　

血
圧
は
変
動
が
大
き
く
、
時
間

帯
や
気
温
、
睡
眠
状
態
な
ど
多
様

な
要
因
で
変
動
し
ま
す
。

　

家
庭
血
圧
135
／
85
㎜
Ｈ
ｇ
以
上

は
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
に
か
か

る
率
を
２
～
３
倍
に
も
増
や
す
危

険
な
高
血
圧
で
す
。
高
血
圧
が
あ

っ
て
も
ほ
と
ん
ど
症
状
は
出
ま
せ

ん
。
家
庭
血
圧
を
測
定
し
て
、
本

当
の
血
圧
を
知
り
、
高
血
圧
を
見

つ
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
血
圧
の
正
し
い
は
か
り
方

●
上
腕
血
圧
計
を
選
び
ま
し
ょ
う

●
朝
と
晩
に
測
定
し
ま
す

○
朝
の
測
定
…
起
床
後
１
時
間
以

内
・
朝
食
前
・
服
薬
前

○
晩
の
測
定
…
就
寝
直
前

●
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
、
１
～
２
分
椅

子
に
座
っ
て
か
ら
測
定
し
ま
す

※
家
庭
血
圧
が
高
い（
上
の
血
圧
135

以
上
ま
た
は
下
の
血
圧
85
以
上
）場

合
は
医
療
機
関
を
受
診
し
医
師
の

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
の
予
防
と
定
期
的
な
健
診

が
大
切
で
す

　

血
管
内
の
状
態
を
見
る
た
め
に

特
定
健
診
が
あ
り
ま
す
。
高
血
圧
、

脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
は
生
活
習

慣
病
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。
こ

れ
ら
は
、
単
独
で
も
血
管
に
異
変

が
表
れ
ま
す
が
、
併
発
す
る
と
さ

ら
に
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
等
の
危

険
が
増
し
ま
す
。

　

健
診
で
生
活
習
慣
病
の
兆
し
を

発
見
す
る
こ
と
で
、
予
防
や
対
策

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
に

一
度
は
健
診
を
受
け
、
自
分
の
体

の
状
態
を
確
認
し
生
活
習
慣
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
特
定
健
診
は
、
40
～
74
歳
の
人

を
対
象
に
行
う
健
診
で
す
。
受
診

方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
加

入
の
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
市
で
は
、
40
～
74

歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
特

定
健
診
を
実
施
し
て
お
り
、
４
月

下
旬
に
個
別
通
知
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

な
か
ま

健康ファミリー

保健センター
ＴＥＬ　（２４６）１６１１
ＦＡＸ　（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

今月のテーマ

ジ
カ
熱
と
は
…

　

最
近
テ
レ
ビ
報
道
な
ど
で
一
気
に

有
名
に
な
っ
た
「
ジ
カ
熱
」。
遠
い

国
の
出
来
事
な
の
で
、
あ
ま
り
馴
染

み
が
な
い
病
気
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
が
、
今
回
は
こ
の
「
ジ
カ
熱
」
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
ジ
カ
熱（Zika fever

）は
主
に
蚊

に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
、
ジ
カ
ウ
イ

ル
ス（Zika virus

）が
ヒ
ト
に
感
染

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
、
熱
帯
地
方

で
の
感
染
拡
大
や
爆
発
的
流
行
が

過
去
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
潜

伏
期
間（
感
染
し
て
か
ら
症
状
が
出

現
す
る
ま
で
の
期
間
）が
数
日
か
ら

１
～
２
週
間
前
後
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
交
通
網
の
発
達
し
た
昨
今

で
は
、
決
し
て
日
本
で
目
に
す
る
こ

と
が
無
い
感
染
症
と
は
言
い
切
れ
ま

せ
ん
。
２
０
１
３
年
以
降
、
日
本
国

内
で
３
例
の
感
染
者（
い
ず
れ
も
海

外
旅
行
か
ら
の
帰
国
者
）が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

き
ち
ん
と
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

確
認
さ
れ
た
の
が
３
例
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。
つ
ま

り
、
知
ら
な
い
う
ち
に
感
染
し
て
、

い
つ
の
ま
に
か
治
癒
し
て
し
ま
っ
て

い
た
と
い
う
人
も
相
当
数
存
在
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

従
来
は
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感

染
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
６
年
米
国
で
初
め
て
濃
厚
接

触
に
よ
る
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染

が
確
認
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
も
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

症
状
・
治
療
法

　
発
熱
、頭
痛
、関
節
痛
、筋
肉
痛
、

発
疹
、
結
膜
炎
、
疲
労
感
、
倦
怠

感
な
ど
の
、
風
邪
の
よ
う
な
症
状
が

出
現
し
ま
す
。
根
本
的
な
治
療
法

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
症
状
自
体
が
軽

く
、
１
週
間
以
内
で
治
癒
す
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
の
で
、
そ
も
そ
も

感
染
し
た
こ
と
に
気
付
か
な
い
人
も

い
る
よ
う
で
す
。
重
症
化
し
た
場
合

に
は
、
脱
水
の
予
防
や
解
熱
剤
の
投

与
な
ど
の
対
症
療
法（
症
状
に
合
わ

せ
た
治
療
）を
行
い
ま
す
。

何
故
注
意
が
必
要
な
の
か

　
先
述
の
と
お
り
、
症
状
自
体
は
軽

微
で
す
。
し
か
し
、
未
だ
因
果
関
係

は
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
ギ
ラ
ン
・

バ
レ
ー
症
候
群（
神
経
の
病
気
で
、
痺

れ
や
麻
痺
が
出
現
す
る
）お
よ
び
各

種
免
疫
疾
患
と
の
関
連
や
、
妊
婦
さ

ん
に
感
染
し
た
場
合
に
、
胎
児
に
先

天
異
常（
奇
形
な
ど
）が
出
現
す
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

世
界
中
で
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
開
発
に
向
け
た
動
き
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
実
際
に
我
々
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
ま
だ
先
に
な

り
そ
う
で
す
。
特
に
妊
娠
の
可
能
性

が
あ
る
人
は
、
海
外（
熱
帯
地
方
）に

行
く
際
に
は
で
き
る
だ
け
蚊
に
さ
さ

れ
な
い
よ
う
に
し
、
症
状
が
疑
わ
し

い
場
合
に
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ジカ熱

産業医科大学病院

吉
よしむら

村 充
みつひろ

弘 医師

医
療
講
座

第
104
回

①　�そら豆はゆでて1/4に切る。じゃがいもは、適当な大きさに切って柔らかく
ゆで、水けを切って熱いうちにつぶす。

中間市食生活改善推進会の監修に
より、体に優しいレシピを紹介し
ます。

②　�ボウルに①とAを入れ、よく混ぜて６等分に丸めて、170℃の油で揚げる。

この記事に関するご相談は、
市立病院にお問い合わせください

☎（２４５）０９８１

今月のレシピ
作り方

そら豆のコロッケ風

医師が皆さんの身近に潜む
病気などを解説します。

エネルギー：301㎉
食塩：0.7gNakama's

キッチン そら豆（正味）…90g、新じゃがいも…
100g、揚げ油…適量
A（小ねぎ（小口切り）…２本、卵…1/2 個、
牛乳…大さじ1、塩…１g）
付け合せ（レタス…20g、キャベツ（せん
切り）…50g、ミニトマト…４個）

材料（２人分）

６月の子育てカレンダー
１日水 ７か月・８か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
３日金 １歳６か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
13日月 すくすくあかちゃん広場 10:00 ～ 11:30

14日火
わんぱく広場 10:00 ～ 11:30
離乳食教室 受付9:30 ～ 10:00

16日木 ４か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
23日木 ３歳児健診 受付13:00 ～ 13:30

なかマルシェ
中間の街を散歩してみつけたスポットを紹介します。
「この店を紹介してほしい」といった声も募集中です。
応募は広報広聴係宛にメールでご紹介ください。
メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

美容院に隣接する開放空間

　中間の素材にこだわった「中間ご
はん」が人気の almocafe（アルモカ
フェ）中間店。陣原、黒崎に続いて
３店舗目となる中間店のモットーは、

「地域の役に立てるお店になること」。
そのため、食材にはできる限り中間
市産のものを使っています。
　店名の almo とは、イタリア語
で「恵みをもたらす・活気づける」と
いう意味です。さくら館で仕入れた
野菜や芦屋で買い付けた魚を使い、
限定 30 食の日替わり「中間ごはん」
は、まさに恵みのたまものです。調
味料にも厳選を重ね、糸島の塩、
門司港のしょうゆなど、福岡県産の

「さ・し・す・せ・そ」を使用しています。

　オープンキッチンの調理場で腕を
振るう店長の三上さんは、「実はお
客様の９割が女性。お酒のメニュー
も用意しているので、居酒屋感覚で
男性にも来てもらえたらうれしいで
すね」と話してくれました。

ＭＥＭＯ

〒809-0014
中間市蓮花寺二丁目15-14
☎093（245）8941
開店時間　11:00～ 22:00
定休日　月曜日
50人までのパーティや二次会、女子
会などの予約も受け付けています。

almocafe�NAKAMA
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中
古
住
宅
購
入
後
に
新
築
す
る
た
め
の

補
助
金
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

子
育
て
世
帯
や
若
年
世
帯
が

居
住
す
る
た
め
、
中
間
市
空
き

家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る

中
古
住
宅
物
件
を
購
入
後
、
解

体
し
新
築
す
る
た
め
の
工
事
費

用
に
対
し
て
補
助
す
る
制
度
で

す
。
新
築
住
宅
購
入
費
と
し
て

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。
要
件

や
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
額　
150
万
円

※
中
古
住
宅
購
入
補
助
金
の
申
請

は
対
象
外
で
す
。

●
問
合
先　
住
宅
都
市
交
通
対

策
課

　
☎（
２
４
６
）６
１
５
５

健
康
診
査
で
健
康
管
理

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
被
保
険
者
を
対
象
に
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
目
的
と
し
て
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。
４
月
下
旬
に
被

保
険
者
全
員
に
、
受
診
票
な
ど
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
５
月
以
降
に

被
保
険
者
に
な
る
人
に
は
、
被
保

険
者
に
な
る
月（
75
歳
の
誕
生
月

な
ど
）の
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

●
受
診
対
象
者　
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者

※
健
康
診
査
の
目
的
か
ら
、
生
活

習
慣
病
で
あ
る
糖
尿
病
、
高
血
圧

症
、
脂
質
異
常
症
の
治
療
を
受
け

て
い
る
人
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

●
受
診
期
限　
平
成
29
年
３
月
31
日

●
自
己
負
担　
500
円

●
受
診
方
法　
医
療
機
関
も
し
く

は
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
で
年

１
回
受
診
し
て
く
だ
さ
い

○
医
療
機
関
…
健
康
診
査
の
実
施

医
療
機
関
で
個
別
に
予
約
を
し

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い

○
集
団
健
診
…
平
成
28
年
度
か
ら

集
団
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

●
問
合
先　
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

　
☎
０
９
２（
６
５
１
）３
１
１
１

　

集
団
健
診
を
実
施
し
ま
す

●
期

日　
６
月
18
日
土
、
20

日
月

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
締
切　
５
月
23
日
月

●
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

　

今
回
は
、
抽
選
方
式
で
の
入
居

者
募
集
で
す
。
募
集
対
象
団
地
、

募
集
戸
数
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
募
集
案
内
書
を
見
て
く

だ
さ
い
。

●
募
集
す
る
住
宅　
福
岡
県
内
に

所
在
す
る
県
営
住
宅

●
申
込
受
付
期
間　
６
月
１
日
水

～
９
日
木
・
消
印
有
効

●
申
込
書
配
布
場
所

○
中
間
市
役
所
案
内（
本
館
１
階
）、

都
市
整
備
課（
別
館
２
階
）、
東

部
出
張
所
、
西
部
出
張
所

○
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
北
九
州

管
理
事
務
所（
八
幡
西
区
西
曲

里
町
２
‐
１
黒
崎
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
５
階
）

※
６
月
１
日
水
か
ら
配
布
し
ま
す
。

●
問
合
先　
福
岡
県
住
宅
供
給

公
社
北
九
州
管
理
事
務
所

　
☎（
６
２
１
）３
３
０
０

第
１
・
第
２
回
消
防
設
備
士

試
験
を
実
施
し
ま
す

　

詳
し
く
は（
一
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

●
期

日

○
第
１
回
…
７
月
17
日
日

○
第
２
回
…
８
月
７
日
日

●
場

所

○
北
九
州
会
場
…
九
州
国
際
大
学

　
（
八
幡
東
区
平
野
一
丁
目
６
‐
１
）

○
福
岡
会
場
…
福
岡
大
学（
福
岡

市
城
南
区
七
隈
八
丁
目
19
‐
１
）

○
筑
後
会
場
…
久
留
米
大
学
御
井
学

舎（
久
留
米
市
御
井
町 

１
６
３
５
）

○
筑
豊
会
場
…
福
岡
県
立
大
学

　
（
田
川
市
伊
田
４
３
９
５
）

●
試
験
の
種
類

○
甲
種
…
特
・
１・２・３・４・５
類

○
乙
種
…
１・２・３・４・５・６・７
類

●
申
込
方
法　
５
月
18
日
水
～
６

月
１
日
水
の
消
印
ま
で
に（
一

財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

に
願
書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
願
書
と
受
験
案
内
は
、
消
防
署

に
あ
り
ま
す
。

※
イ
ン
タ
―
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子

申
請
の
受
付
期
間
は
５
月
15
日
日

～
29
日
日
で
す
。

○（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.shoubo-shiken.or.jp

天
生
園
の
臨
時
職
員
（
受
付

事
務
）
を
募
集
し
ま
す

　
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
が
運
営
す
る
火
葬
施
設
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
新
し

く
建
て
変
わ
っ
た
施
設
で
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
人
数　
１
人

●
勤
務
場
所　
天
生
園（
遠
賀
町

　
大
字
上
別
府
１
９
９
６
）

●
勤
務
内
容　
電
話
お
よ
び
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
事
務
、

パ
ソ
コ
ン
入
力
、
来
園
者
窓
口

対
応
な
ど

●
勤
務
開
始
日　
７
月
１
日
金

●
勤
務
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

15
分

※
週
２
日
～
３
日（
月
10
日
程
度
）

の
勤
務
日
数
で
す
。

●
応
募
要
件

○
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
も
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
勤
務
可
能
な
人

○
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作（
エ
ク

セ
ル
、
ワ
ー
ド
）が
で
き
る
人

●
賃

金　
日
給
６
、２
０
０
円

※
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法　
写
真
を
添
付
し
た

履
歴
書
を
天
生
園
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

●
申
込
締
切　
６
月
10
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
天
生
園

　
☎（
２
９
３
）１
８
４
０

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催

し
ま
す

　

全
４
日
間
の
教
室
で
す
。
１
日

目
は
講
義
の
み
、
２
～
４
日
目
は

参
加
す
る
犬
と
一
緒
に
実
技
を
行

い
ま
す
。

　

参
加
犬
は
、
畜
犬
登
録
お
よ

び
狂
犬
病
予
防
注
射
が
済
ん
で
い

て
、
健
康
な
こ
と
が
条
件
で
す
。

●
日
時
・
場
所

○
１
日
目
…
６
月
６
日
月
・
13
時

30
分
～
15
時
30
分
・
宗
像
・
遠

賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
遠
賀

分
庁
舎

○
２
～
４
日
目
…
６
月
９
日
木
、

16
日
木
、
23
日
木
・
９
時
30
分

～
11
時
30
分
・
遠
賀
町
ふ
れ
あ

い
の
里
屋
内
運
動
場

●
定

員　
10
人
・
先
着
順

※
未
経
験
者
を
優
先
し
ま
す
。

●
受
講
料　
１
、０
０
０
円

●
申
込
締
切　
５
月
31
日
火

●
申
込・問
合
先　
福
岡
県
宗
像・

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

第
24
回
中
間
市
少
年
の
主
張

大
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
内
の
４
中
学
校
か
ら
３
人
ず

つ
、
12
人
の
生
徒
が
日
ご
ろ
考
え

て
い
る
こ
と
や
、
感
じ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
精
一
杯
主
張
し
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　
６
月
11
日
土
・
13

時
30
分
～

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
問
合
先　
生
涯
学
習
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
４

あ
な
た
も
こ
れ
で
鑑
定
士

～
古
い
物
を
も
っ
と
知
ろ
う
～

　
「
資
料
館
や
博
物
館
を
楽
し
く

見
学
し
た
い
」「
古
い
物
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
い
う
人

を
対
象
に
、講
座
を
開
講
し
ま
す
。

資
料
館
の
収
蔵
資
料
を
実
際
に
触

れ
て
学
び
ま
す
。
古
い
物
の
知
識

を
増
や
し
、
資
料
館
や
博
物
館
を

楽
し
く
見
学
で
き
る
よ
う
に
勉
強

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

日　
６
月
17
日
金
、
７

月
１
日
金
、
15
日
金（
全
３
回
）

※
最
終
日
は
バ
ス
で
近
隣
の
資
料

館
を
４
館
巡
り
ま
す
。

●
時

間　
13
時
30
分
～
15
時

●
定

員　
40
人

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
申
込
締
切　
５
月
27
日
金

※
申
込
多
数
の
と
き
は
、抽
選
で
す
。

●
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
連
絡
先
を
明
記
し
て
、
窓

口（
は
が
き
１
枚
持
参
）、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
往
復
は
が
き
の
い
ず
れ
か

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

　
℻（
２
４
６
）０
２
７
７

オ
カ
リ
ナ
教
室
（
初
級
編
）
を

開
催
し
ま
す

　

素
朴
で
優
し
い
音
色
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
６
月
９
日
、23
日
、

30
日
、
７
月
14
日
、
28
日
・
10

時
～
正
午

※
い
ず
れ
も
木
曜
日
で
す
。

●
定

員　
20
人

●
講

師　
山
積
紘
一
さ
ん

●
申
込
締
切　
５
月
20
日
金
・
17
時

●
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
連
絡
先
を
明
記
し
て
、
窓

口（
は
が
き
１
枚
持
参
）、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
往
復
は
が
き
の
い
ず
れ
か

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
場
所
・
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

　
℻（
２
５
６
）０
２
７
７

花
植
え
の
お
手
伝
い
を
募
集

し
ま
す

　

中
間
市
を
花
い
っ
ぱ
い
に
す
る

会
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
花
の

植
え
替
え
を
し
て
い
ま
す
。
み
ん

な
で
一
緒
に
植
え
替
え
を
し
て
、

市
内
を
き
れ
い
な
花
で
い
っ
ぱ
い

に
し
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
期

日　
５
月
29
日
日
・
６

月
12
日
日

●
場

所　
ふ
れ
あ
い
通
り（
シ

ョ
ッ
パ
ー
ズ
モ
ー
ル
な
か
ま
横
）

●
時

間　
９
時
～
11
時

※
作
業
し
や
す
い
服
装
で
、
軍
手

を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　
５
月
24
日
火
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
定

員　
20
人
程
度

●
申
込
・
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

教
室
参
加
中
は
保
育
を
行
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

●
日

時　
６
月
14
日
火
・
10

時
～
11
時
30
分（
受
付
は
９
時

30
分
～
）

●
内

容　
栄
養
士
に
よ
る
離

乳
食
の
講
話
と
試
食

※
講
話
は
、
離
乳
食
前
期
～
後
期

（
生
後
５
か
月
～
１
歳
３
か
月
ご

ろ
）に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

※
子
ど
も
の
計
測
を
教
室
開
催
前

に
希
望
す
る
人
は
早
め
に
来
て
く

だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　
６
月
７
日
火
ま
で

に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
保
健

セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
開
催

し
ま
す

　

親
子
で
一
緒
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
お
子
さ
ん

と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
・
骨
盤
矯
正

も
兼
ね
て
い
ま
す
。
リ
ズ
ム
に
の

っ
て
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
５
月
26
日
木
・
10

時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
対

象　
１
歳
６
か
月
～
４

歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

●
定

員　
20
組
程
度

●
参
加
料　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　
お
茶
、
運

動
が
で
き
る
服（
ジ
ー
ン
ズ
・
ボ

タ
ン
の
あ
る
服
は
不
可
）、
靴
、

バ
ス
タ
オ
ル

※
参
加
希
望
者
は
当
日
、
直
接
会

場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

小
麦
粉
粘
土
遊
び
を
楽
し
も
う

　

丸
め
た
り
ち
ぎ
っ
た
り
、
楽
し

み
な
が
ら
指
先
の
感
覚
や
発
達
に

と
て
も
い
い
小
麦
粉
粘
土
遊
び
が

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
６
月
３
日
金
・
10

時
～
11
時

●
対

象　
１
歳
６
か
月
以
上

の
子
ど
も
と
保
護
者

●
定

員　
20
組
程
度

※
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
方
法　
６
月
１
日
水
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
持
っ
て
く
る
も
の　
汚
れ
た
と

き
の
着
替
え
・
お
茶
・
タ
オ
ル

●
場
所
・
問
合
先　
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

親
子
で
３
Ｂ
体
操
を
楽
し
も
う

　

親
子
で
一
緒
に
３
Ｂ
体
操
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
３
Ｂ
体
操
と
は
、

ボ
ー
ル
、ベ
ル
、ベ
ル
タ
ー
（
３
Ｂ
）

を
使
い
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
運

動
す
る
健
康
体
操
で
す
。

●
日

時　
６
月
７
日
火
・
10

時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
対
象
者　
２
～
４
歳
ぐ
ら
い

の
子
ど
も
と
保
護
者

●
定

員　
15
組
程
度

●
参
加
料　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　
お
茶
、
運

動
が
で
き
る
服
と
靴

※
参
加
希
望
者
は
当
日
、
直
接
会

場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７
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「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
の

身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

人
権
擁
護
委
員
が
、
家
庭
内
の
悩

み
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

悩
み
を
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
６
月
３
日
金
・
10

時
～
15
時

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
問
合
先　
北
九
州
人
権
擁
護

委
員
協
議
会

　
☎（
５
６
１
）３
５
４
２

木
造
住
宅
を
新
築
・
購
入

す
る
人
を
助
成
し
ま
す

　

福
岡
県
で
は
、
県
産
木
材
を
活

用
し
、
環
境
に
優
し
く
耐
久
性
に

優
れ
た
優
良
な
木
造
住
宅
の
普
及

を
図
る
た
め
、
木
造
住
宅
を
新
築

ま
た
は
購
入
す
る
人
に
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。
建
設
の
基
準
や
必

要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対

象　
自
分
が
居
住
す
る

た
め
に
、
福
岡
県
内
に
木
造
住

宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
す
る
人

●
助
成
金　
床
面
積
１
㎡
あ
た

り
２
、５
８
７
円

※
47
万
円
が
限
度
額
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
県
住
宅

計
画
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
７
３
１

「
幸
せ
情
報
発
信
動
画
」を

製
作
し
ま
し
た

　
福
岡
県
で
は
、出
会
い
、子
育
て
、

家
族
な
ど
を
テ
ー
マ
に
製
作
し
た

「
幸
せ
情
報
発
信
動
画
」
を
配
信
し

て
い
ま
す
。
恋
愛
が
苦
手
な
人
も
、

思
わ
ず
ク
ス
ッ
と
笑
え
て
元
気
に

な
れ
る
動
画
な
ど
で
す
。

　

ぜ
ひ
「
福
岡
県
に
こ
に
こ
家
族

づ
く
り
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
で
視

聴
し
て
く
だ
さ
い
。

●
内

容　
感
動
シ
ョ
ー
ト
ム

ー
ビ
ー
、
痛
快
Ｃ
Ｍ
、
赤
ち
ゃ
ん

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
動
画
な
ど

●
問
合
先　
福
岡
県
子
育
て
支

援
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
１
１

○
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://kazoku.pref.fukuoka.lg.jp/

「
女
性
研
修
の
翼
」
の

団
員
を
募
集
し
ま
す

　
福
岡
県
が
行
う
女
性
海
外
研
修

事
業
で
す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
各
種
制
度
を

学
ん
だ
り
、
施
設
や
仕
事
と
子
育

て
を
両
立
す
る
企
業
・
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
を
巡
っ
た
り
ま
す
。

●
期

間　
11
月
６
日
日
～
12

日
土

※
事
前
・
事
後
に
研
修
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
帰
国
後
、
研
修
成
果

を
発
信
す
る
た
め
、
報
告
会
や
報

告
書
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
応
募
資
格　
県
内
に
居
住
し
、

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
20
～

64
歳
の
女
性
で
、
団
体
や
企
業

で
男
女
共
同
参
画
な
ど
に
関
す

る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
帰
国
後
も
活
動
を
期
待
で

き
る
人

※
公
務
員
や
学
生
、
過
去
同
種

の
海
外
派
遣
事
業
に
公
的
な
経

費
に
よ
り
参
加
し
た
人
を
除
き

ま
す
。

●
募
集
人
数　
20
人

※
書
類
選
考
と
面
接
選
考
が
あ

り
ま
す
。

●
参
加
料　
30
万
円
程
度

●
申
込
締
切　
６
月
10
日
金

●
申
込
先　
人
権
男
女
共
同
参

画
課

　
☎（
２
４
５
）３
５
０
１

●
問
合
先　
県
男
女
共
同
参
画

推
進
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
９
１

「
３
Ｒ
」
の
達
人
を

派
遣
し
ま
す

　

地
域
や
職
場
、
学
校
な
ど
で
開

催
す
る
ご
み
の
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）の

学
習
会
な
ど
に
、「
３
Ｒ
の
達
人
」

を
派
遣
し
ま
す
。
あ
な
た
の
地
域

や
団
体
で
も
、
３
Ｒ
の
達
人
を
招

い
て
、
３
Ｒ
教
室
を
開
催
し
、
活

動
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
３
Ｒ
の
達
人
と
は

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
、
マ
イ

バ
ッ
グ
作
り
な
ど
、
率
先
し
て
３
Ｒ

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
で
す

※
３
Ｒ
の
達
人
の
名
簿
は
、
福
岡

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

■
３
Ｒ
教
室
と
は

　

15
人
以
上
参
加
の
見
込
み
が
あ

る
３
Ｒ
学
習
会
な
ど
で
、
達
人
が

主
な
講
師
を
務
め
る
も
の
で
す

※
ほ
か
の
助
成
を
受
け
て
い
る
も

の
、
自
治
体
主
催
の
も
の
、
営
利

目
的
で
開
催
さ
れ
る
も
の
は
対
象

外
で
す
。

●
利
用
方
法　
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

※
申
請
書
な
ど
の
様
式
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

●
派
遣
料　
無
料

※
会
場
代
や
材
料
代
は
除
き
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
県
循
環

型
社
会
推
進
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
７
１

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

　

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/

熊
本
地
震
の
義
援
金
を

募
っ
て
い
ま
す

　
４
月
14
日
か
ら
発
生
し
た
熊
本

地
震
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め

に
、
市
内
に
義
援
金
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
、
全
額
を
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
お
届
け
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
設
置
場
所　
（
全
13
か
所
）

〇
中
間
市
役
所

〇
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

〇
東
部
出
張
所

〇
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

〇
中
間
市
人
権
セ
ン
タ
ー

〇
新
鮮
市
場
さ
く
ら
館

〇
中
央
公
民
館

〇
働
く
婦
人
の
家

〇
中
間
市
立
病
院

〇
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〇
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

〇
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

〇
市
民
図
書
館

※
設
置
個
所
は
、
４
月
22
日
金
編

集
現
在
の
も
の
で
す
。

●
設
置
期
限　
６
月
30
日
木

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
０

第
４
回
中
間
市
夏
季
卓
球

大
会
を
開
催
し
ま
す

　

県
民
大
会
の
中
間
市
代
表
選

考
会
を
兼
ね
た
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

の
卓
球
大
会
で
す
。
申
込
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
大
会
要
項
を
見

て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
６
月
19
日
日
・
９

時
～

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
種
目
・
参
加
資
格

○
市
民
の
部
…
市
内
在
住
、
在
勤

者
、
卓
球
同
好
会
な
ど
に
所
属

し
て
い
る
市
外
在
住
者

※
た
だ
し
、
日
本
卓
球
協
会
な
ど

の
非
登
録
者
に
限
り
ま
す
。

○
一
般
の
部
…
市
内
お
よ
び
近
隣

市
区
町
在
住
者

○
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部
…
市
内
在

住
者

●
参
加
料　
500
円

※
高
校
生
以
下
は
300
円
で
す
。

●
申
込
締
切　
６
月
６
日
月

●
問
合
先　
中
野
携
帯

　
☎
０
９
０（
５
４
７
８
）７
２
０
４

ふ
く
お
か
女
性
い
き
い
き
塾

塾
生
募
集

　

福
岡
県
で
は
、
次
世
代
女
性
リ

ー
ダ
ー
育
成
講
座
「
ふ
く
お
か
女

性
い
き
い
き
塾
」
の
第
５
期
生
を

募
集
し
ま
す
。
各
分
野
の
専
門
家

に
よ
る
講
義
と
グ
ル
ー
プ
研
究
に

取
り
組
む
10
回
コ
ー
ス
で
す
。

　
県
内
各
地
か
ら
集
ま
る
意
欲
あ

ふ
れ
る
女
性
た
ち
と
一
緒
に
可
能

性
に
向
か
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
せ
ん
か
。
応
募
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
７
月
～
平
成
29
年

２
月

※
土
曜
・
日
曜
日
を
利
用
し
て
、

月
１
～
２
回
開
催
し
ま
す
。

●
場

所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

●
参
加
料　
無
料

●
対

象　
県
内
在
住
の
20
～

50
歳
の
女
性

●
定

員　
30
人
程
度

※
６
か
月
～
就
学
前
の
子
ど
も
の
一

時
保
育
を
１
人
300
円
で
行
い
ま
す
。

●
申
込
締
切　
６
月
10
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
県
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
５
８
４
）１
２
６
１

く
ら
し
・
行
政
困
り
ご
と

相
談
所
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

行
政
機
関
、
弁
護
士
な
ど
が
参

加
す
る
「
く
ら
し
・
行
政
困
り
ご

と
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
予

約
不
要
、
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
日

時　
５
月
25
日
水
・
10

時
30
分
～
15
時
30
分

●
場

所　
八
幡
西
区
役
所

　
（
コ
ム
シ
テ
ィ
４
階
）

●
相
談
内
容

○
税
金（
所
得
税
、
相
続
税
、
消

費
税
な
ど
）

○
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

○
交
通
安
全
・
生
活
安
全

○
離
婚
・
金
銭
や
不
動
産
貸
借
な

ど
の
法
律
相
談

○
登
記
・
相
続
・
債
務
整
理
・
成

年
後
見
な
ど

○
国
な
ど
の
行
政
一
般

※
法
律
相
談
の
相
談
時
間
は
１

人
30
分
以
内
で
す
。

●
問
合
先　
九
州
管
区
行
政
評

価
局

　
☎
０
９
２（
４
３
１
）７
０
８
２

自
動
車
税
の
納
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31

日
火
で
す
。
必
ず
納
期
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

○
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
自
動
車
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す

○
金
融
機
関
な
ど
や
指
定
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
取
扱
店

は
納
税
通
知
書
の
裏
面
に
記

載
）、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

利
用
し
て
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
・

携
帯
電
話
か
ら
も
納
付
で
き
ま

す
○
住
所
変
更
な
ど
で
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
と
き
は
最
寄
り
の

県
税
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

○
自
動
車
を
買
い
換
え
た
人
で
、

下
取
り
な
ど
に
出
し
た
車
の
納

税
通
知
書
が
届
い
た
と
き
は
、

３
月
末
ま
で
に
抹
消
・
移
転
の

登
録
手
続
き
が
済
ん
で
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

依
頼
し
た
販
売
会
社
な
ど
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い

●
問
合
先　
北
九
州
西
県
税
事

務
所

　
☎（
６
６
２
）９
３
１
２

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

施
設
見
学
会
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
見
学
会
の
日
程
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
訓
練
科
目
・
定
員

○
若
年
者
金
属
加
工
技
術
科
・
10
人

○
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
・
30
人

○
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
科
・
30
人

※
若
年
者
金
属
加
工
技
術
科
は
、

事
前
に
導
入
訓
練
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
資
格　
公
共
職
業
安
定
所

に
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
て
、

受
講
指
示
か
受
講
推
薦
が
得
ら

れ
る
人

●
訓
練
期
間

○
ビ
ル
設
備
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
…
７
月
５

日
火
～
12
月
28
日
水

○
若
年
者
金
属
加
工
…
７
月
５
日

火
～
平
成
29
年
１
月
31
日
火

●
申
込
締
切　
５
月
20
日
金

●
申
込
先　
八
幡
公
共
職
業
安

定
所（
八
幡
西
区
岸
の
浦
一
丁

目
５
‐
10
）

●
選
考
日　
６
月
６
日
月

●
選
考
方
法　
筆
記
試
験
、
面
接

●
参
加
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
個
人
負
担

で
す
。

●
問
合
先　
八
幡
職
業
能
力
開

発
促
進
セ
ン
タ
ー

　
☎（
６
４
１
）６
９
０
９

看
護
職
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

講
習
会
を
実
施
し
ま
す

　
福
岡
県
と
福
岡
県
看
護
協
会
で

は
看
護
職
員
の
就
業
促
進
を
図
る

た
め
、
新
し
い
医
療
や
看
護
技
術

に
関
す
る
基
礎
コ
ー
ス
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
、
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
の
資
格
を
持
ち
、
現
在
、
看
護

の
現
場
を
離
れ
て
い
る
人
で
す
。

復
職
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期

日

○
第
１
回
…
６
月
23
日
木
、
７
月

５
日
火
、
15
日
金
、
20
日
水

○
第
２
回
…
11
月
１
日
火
、
２
日

水
、
25
日
金
、
12
月
14
日
水

●
場

所　
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福

岡（
福
岡
市
東
区
馬
出
四
丁
目

10
‐
１
）

●
対

象　
福
岡
県
在
住
で
、

未
就
業
で
６
か
月
以
内
に
就
職

を
希
望
す
る
看
護
職
員

●
募
集
人
数　
１
回
に
つ
き
40
人

●
申
込
締
切

○
第
１
回
…
５
月
23
日
月

○
第
２
回
…
９
月
21
日
水

●
問
合
先　
福
岡
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
６
３
１
）１
２
２
１
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表紙で紹介した中鶴少年ラグビークラブ。創立40周年を
迎えたチームを祝い、松下俊男市長を始めとする多くの来
賓が見守る中、親善試合と祝賀会が行われました。祝賀
会では、青少年の健全育成を目指す中間ライオンズクラブ
が真新しい新デザインのジャージを寄贈し、参加者に披露
しました。真っ白なジャージが泥だらけになるまで練習して、
全国制覇を目指してください。

ライオンズクラブがジャージを寄贈３／ 26

324人が入学式を迎え、ピカピカの１年生になりました。入
学式の間は緊張し硬い表情を見せていましたが、教室に
移動し新しい友達や先生、上級生と話をするとすぐに普段
の笑顔を見せてくれました。ただ、まだ溶け込めずに戸惑
っている子もちらほら。これまで子どもたちが過ごした幼
稚園・保育園とは違う新たな世界（小学校）で、楽しいこと
や苦しいことを友達と力強く乗り越えてほしいですね。

市内小学校で入学式４／12

台湾領事館長表敬訪問

台湾領事館長の戎
えびす

義
よしとし

俊さんが、松下市長と両者の交流に
ついて展望を語り合いました。領事館長の思いは大きく３
つ。①観光交流②姉妹提携③修学旅行誘致です。「日本
人が台湾に残してくれた鉄道、発電所などの功績を見てほ
しい」などと話しました。市長は、「子どもたちには国際的
な視点を身につけるためにも海外に目を向けてほしい。台
湾の人もぜひ中間市に遊びに来てください」と話しました。

４／ 14

～ドッキドキの１年生～

～真っ白なジャージで真っ黒になれ～

さくら祭り期間中の晴れた日曜日、中間校区の皆さんが桜
を見に垣生公園までウォーキングを行いました。参加した
のは総勢130人。残念ながらお目当ての桜は５分咲き程度
でしたが、公園内を散策したり、お弁当を食べたりと、思
い思いに休日を楽しみました。1,000 本を超える桜が咲き
乱れる垣生公園は、今年もお花見やバーベキューのスポッ
トとして多くの来園者でにぎわいました。

桜を目指してウォーキング３／27
～「春よこい」一足早い桜探し～

なかまこども食堂オープン

自身も子育て奮闘中の理学療法士、有竹愛
え り

理さんの発案
で、市内初の「こども食堂」が催されました。子どもの貧困
や孤食が問題視される中、店舗や食材、人手など多くの
協力を得て、試行錯誤しながらの開催です。口コミを聞き
つけて、近くに住む親子がたけのこご飯やてんぷらを食べ
に来てくれました。有竹さんは、今後も地域に合ったこど
も食堂を模索していきたいと話してくれました。

４／ 17
～地域で子どものお腹をいっぱいにしよう～

大空を優雅に泳ぐ鯉のぼり４／14

なかま三世代ふれあいの会によって、遠賀川河川敷に掲
揚された鯉のぼり。そんな河川敷に遊びに来ていた親子
を撮影させてもらいました。お母さんと遊びに来ていた
帆
ほ の か

乃夏ちゃん（２歳）と剛
た け る

瑠くん（０歳）。ボール遊びやしゃ
ぼん玉遊びをして、とてもかわいい笑顔を見せくれました。
また、空を泳ぐ鯉のぼりを見上げたり、遠賀川橋りょうを
通る電車を指差したりとたくさんの発見があったようです。

～お外には楽しいことがいっぱい～

～日本と台湾の交流促進を～

石井宏明前消防団長の退任に伴い、平田博利さんが新た
に消防団長に就任し、松下市長から辞令が交付されまし
た。「これまで培った経験を活かして、市民の皆さんの生
活と安全を守っていきたい」と意気込みを語る新団長。「火
事や災害はないことが一番だが、万が一のときに消防団の
存在は本当に頼もしい。地域のためにこれからも頑張って
ほしい」と松下市長も期待を込めました。

新消防団長が就任４／１
～市民の安全を守るため魂を注ぎます～

木下さんと婦人防火クラブが消防表彰

平成２年に結成された中間市婦人防火クラブは、木下幸子
会長を中心に、今では1,000人を超える会員が防災イベン
トなどの地域活動を行っています。今回は、その長年にわ
たる活動が評価され、個人と団体がそれぞれ県知事表彰
を受けました。松下市長を表敬訪問した木下会長と婦人会
の皆さんは、「幼年消防クラブなどと連携して、さらに市民
の防災意識を高めていきたい」と今後の抱負を語りました。

４／５
～長年の功績が評価されました～
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有
料
広
告
欄

人懐っこくていつも元気いっぱいなはー
くん。どこへ行っても人気者だね♪
パパとママをいつも笑わせてくれてあり
がとう☆

わが家の「アイドル・ヒーロー」を広報なかまに掲載しませんか。
対象は未就学児までです。
必要事項に写真を添えて、メールで応募してください。
●�必要事項　氏名、ふりがな、生年月日、住所、連絡先、メッセ

ージ（50 ～ 70 字）
●�応募・問合先　広報広聴係（〒 809‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

H24.10.21 生　（蓮花寺二丁目）
石
いしはら

原 颯
は や と

人ちゃん

いつもニコニコマイペースなゆまちゃん
♪これからお兄ちゃんと遊べる日が楽し
みだね
元気にすくすく大きくなぁれ☆

H27.10.2 生　（蓮花寺二丁目）
石
いしはら

原 結
ゆ ま

茉ちゃん

わが家の

すこやか
ちゃん

２月 累計
件 数 34 件 60 件
死 者   0 人   0 人
負傷者 42 人 79 人

３月 累計
建 物 0 件 2 件
林 野 0 件 0 件
車 両 0 件 0 件
その他 0 件 0 件
件 数 0 件 2 件

市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■ 公 共 施 設 問 合 先 ■

■ 火 災 発 生 件 数 ■

■ 交 通 事 故 発 生 件 数 ■

■ 人 の 動 き ■
平成 28 年３月末現在（前月比）

○人 口…43,139 人（－ 49）
○ 男 …20,082 人（－ 23）
○ 女 …23,057 人（－ 26）
○世帯数…20,472 世帯（＋ 23）

平成 28 年２月末現在

書
道
絵
画
合
同
展

　

中
間
市
、
北
九
州
市
在
住
で

活
躍
す
る
み
な
さ
ん
の
80
点
余

り
の
作
品
展
で
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
６
月
11
日
土
～

14
日
火

●
時

間　
10
時
～
18
時

※
14
日
火
は
17
時
ま
で
で
す
。

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

●
入
場
料　
無
料

●
問
合
先　
向
井
宅

　
☎（
２
４
４
）４
５
７
５

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
中
間

写
真
展

　

第
25
回
「
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
中

間
」
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　
５
月
21
日
土
～

27
日
金
・
９
時
～
17
時

※
25
日
水
は
休
館
日
で
す
。

※
27
日
金
は
16
時
ま
で
で
す
。

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

　

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

年
齢
や
性
別
は
問
わ
ず
、
写

真
に
興
味
の
あ
る
人
は
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
事
前
の
見

学
も
大
歓
迎
で
す
。

●
日

時　
毎
月
第
３
水
曜

日
・
19
時
～
21
時

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
問
合
先　
浦
田
携
帯

　
☎
０
９
０（
１
１
６
２
）９
９
１
０

北
九
州
市
営
バ
ス
の

運
転
者
募
集

　

詳
し
く
は
、
北
九
州
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
案
内
を
見
て

く
だ
さ
い
。

●
対

象　
次
の
全
て
に
当

て
は
ま
る
人

○
昭
和
27
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
人

○
大
型
自
動
車
第
二
種
免
許
を

持
っ
て
い
る
人

※
５
月
13
日
金
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
人
を
含
み
ま
す
。

●
勤
務
開
始
日　
７
月
１
日
金

●
試
験
日　
５
月
22
日
日

●
定

員　
15
人

●
申
込
・
問
合
先　
北
九
州
市

交
通
局

　
☎（
７
７
１
）８
４
０
１

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　
http://www.city.kitakyushu.
lg.jp/koutsuu/08200014.html

第
３
回
ゆ
う
ぐ
れ
コ
ン

サ
ー
ト

　

希
望
が
丘
高
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
会
で
す
。
老
若
男
女

が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
曲
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
来
場
す
る

と
き
は
、
公
共
交
通
機
関
な
ど

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

５
月
20
日
金
・

17
時
～
17
時
40
分

●
入
場
料　
無
料

●
場
所
・
問
合
先　
希
望
が
丘

高
校

　
☎（
２
４
５
）０
４
８
１

第
37
回
青
少
年
国
際

交
流
キ
ャ
ン
プ

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を

対
象
に
し
た
、
夏
休
み
海
外
研

修
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
国
際
交
流

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
料

や
訪
問
先
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
７
月
22
日
金
～

８
月
14
日
日

●
対

象　
小
学
校
３
年
生

～
高
校
３
年
生

●
申
込
締
切　
５
月
26
日
木
お

よ
び
６
月
９
日
木

※
訪
問
先
に
よ
り
期
間
や
締
切

な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　
国
際
青
少
年
研

修
協
会

　
☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ

自
然
体
験

　

英
彦
山
青
年
の
家
で
は
、
年

間
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
自

然
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
や

登
山
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
一
緒

に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
合
先　
英
彦
山
青
年
の
家

　
☎
０
９
４
７（
８
５
）０
１
０
１

「
ち
く
て
つ
」
記
念
切
手

フ
レ
ー
ム
贈
呈
式

　
地
域
の
た
め
に
、
地
域
に
根
差

し
た
公
共
交
通
を
目
指
し
て
、
筑

豊
電
気
鉄
道
は
創
業
60
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
た
フ
レ

ー
ム
切
手
が
発
売
さ
れ
、
松
下
俊

男
市
長
と
筑
豊
電
気
鉄
道
の
川
上

正
治
社
長
へ
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
筑
鉄
の
社
員
が
個
人
で
撮
り
貯

め
た
創
業
当
時
の
珍
し
い
写
真
な

ど
が
採
用
さ
れ
、
郵
便
局
員
が
自

ら
の
手
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
い
う

こ
だ
わ
り
の
フ
レ
ー
ム
切
手
で
す
。

●
問
合
先　
八
幡
熊
手
郵
便
局

　
☎（
６
４
１
）６
６
０
８

筑鉄の歴史がよみがえる
記念切手。

みんなで作るページだぬん。お知らせや
イラストなどを送ってほしいぬん。
●�応募・問合先　広報広聴係（〒 809

‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メール…koho@city.nakama.lg.jp

教
え
て
職
員
さ
ん

産業振興課の川﨑です。
中間市が新たに始めた
創業支援事業。興味が
ある人はぜひお問い合
わせください。

私がお答えします地
域
の
活
性
化
と
雇
用
の
促
進
を
目
指

し
て
、
中
間
市
で
は
、
事
業
所
を
新
設
し

た
り
、
改
修
し
た
り
す
る
個
人
や
法
人
に
経

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
の
「
創
業
ス
ク
ー
ル
」
を
受

講
し
た
人
や
、新
規
で
事
業
を
始
め
る
な
ど
、

条
件
や
申
込
期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

起
業
を
応
援
し
ま
す
。

　
な
お
、
補
助
金
額
は
対
象
工
事
費
の
50
％

で
、
上
限
が
50
万
円
で
す
。

●
問
合
先　
産
業
振
興
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
５

Ａ
． 中

間
市
内
に
、
個
人
で
飲
食
店
を
起
業

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
に
か
、補
助
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
か
。

Ｑ
．
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広
報
な
か
ま

平
成
28
年
５
月
10
日
号
N
o.1006

■
 今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

38円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

▶４月14日から発生した熊本地震。被災された
皆さんに心からお見舞い申し上げます。中間市で
も最大震度４を記録し、その時市役所にいた広
報担当者２人は、床が抜けるんじゃないか、天井
が落ちてくるんじゃないかという不安の中、長い
揺れが収まるのを待ちました。幸い市内では大き
な被害がなく胸をなでおろしているところです。
　中間市と熊本県は縁深く、宇城市とは同じ世
界遺産の仲間、美里町はなかまフットパスのお手
本的な存在です。両市町とも大きな被害が出て
いると聞かされています。一刻も早く震災前の姿
に戻ってほしいものです。
　福岡県や中間市では、義援金は市内の各公共
施設で、物資の支援は遠賀の保健福祉環境事務
所で受け付けています。大切なのは支援を継続
して行うこと。市民の皆さんの温かなご支援をお
願いします。（講）（翔）

編集後記

中鶴少年ラグビークラブが創立40年記念試合を行
い、OBや保護者などが観戦に訪れました。40年に
わたって指導を続け、チームを強豪に育てた長埜貞
男さんは、この節目を機に監督を交代します。長い
ようで短かった40年を振り返りながら、前へ前へと
トライを目指す子どもたちに目を細めていました。

今月の表紙

　新聞でも大きく取り上げられましたが、４月
18日月、中間市や北九州市など近隣の17の市
町が「北九州都市圏域連携協約」を締結しまし
た。この協約は、日本全体の課題である「地方
創生」に、自治体同士が協力し合って取り組も
うという意思表示です。圏域には、総生産額が
４兆円以上あり、鹿児島県や愛媛県の額に匹敵
します。
　この財産を生かすため、交通環境の整備や
医療や介護の連携、スポーツ・文化の振興、農
産物などのブランド力の強化など、63もの事業
を実施していく予定です。
　圏域全体で力を合わせ、住みやすいまちをア
ピールして人口減少に
少しでも歯止めをかけ
られる政策を続けてい
きます。

市長のあしあと

忘れないで、今月の納付・納税
●軽自動車税…５月31日納期限
●固定資産税（１期）…５月31日納期限
●介護保険料（２期）…５月31日納期限

日 曜 ６　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 水 水道週間（７日まで）
2 木

3 金 ○人権擁護委員の日特別人権相談会　なかまハーモニーホール　（9:50 ～ 14:30）
○小麦粉粘土遊び　子育て支援センター　（10:00 ～ 11:00）

4 土
○図書館員おはなし会　市民図書館　（11:00 ～）
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 ～ 17:00）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者６人以内・相談15:00 ～ 17:00）

5 日 ○第53回中間市年齢別ソフトボール大会　中間南中学校　（8:30 ～）
○視覚障がい者のための朗読会　市民図書館　（10:00 ～）

6 月 ○集団健診（８日まで、予約者のみ）　保健センター　（8:30 ～）
7 火 ○親子3Ｂ体操　なかまハーモニーホール　（10:30 ～ 11:30）

8 水 ○福岡県巡回交通事故相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 15:00）
○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 ～ 15:30）

9 木 ○「子育て女性再就職支援」出張面接相談（6/7までに要予約）　中央公民館　（10:00 ～ 15:00）
○オカリナ教室（初級編　1/5回目）　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）

10 金 ○医療講座「がんについて」　市民図書館　（15:00 ～ 16:00）
11 土 ○第24回中間市少年の主張大会　中央公民館　（13:30 ～）

12 日
環境美化の日
○「中間市を花いっぱいにする会」花植替え　ふれあい通り（イオン横）　（9:00 ～ 11:00）
○なかまハーモニー寄席「柳家喬太郎独演会」　なかまハーモニーホール　（14:00開演）

13 月 ○民生委員児童委員協議会　保健センター　（14:00 ～）
14 火
15 水 ○自治会長会　中央公民館　（13:30 ～）
16 木

17 金

○集団健診（20日まで、予約者のみ）　保健センター　（8:30 ～）
○読書会第1回テーマ「昨年読んで1番面白かった本」　市民図書館　（10:00 ～ 11:30）
○あなたもこれで鑑定士！古い物をもっと知ろう　中央公民館　（13:30 ～ 15:00）
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 ～ 17:00）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者６人以内・相談15:00 ～ 17:00）

18 土 ○ほっとブックなかまおはなし会　市民図書館　（11:00 ～ 12:00）

19 日 ○身体障がい者福祉相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 12:00）
○ＤＶＤ上映会（大人向け）　市民図書館　（14:00 ～）

20 月
21 火 ○65歳からのカラダづくり教室（予約者のみ）　保健センター　（10:00 ～ 11:30）

22 水 ○行政相談（24日まで）　地域交流センター　（10:00 ～ 14:00）
○蔵書点検（30日まで休館）　市民図書館

23 木 ○オカリナ教室（初級編　2/5回目）　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者６人以内・相談15:00 ～ 17:00）

24 金

25 土 ○ナカマラボ「トンボ玉ラボ」　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）
○歴史探訪「川東の遺産を歩く」　市役所集合・解散　（14:00 ～ 16:00）

26 日 ○普通救命講習会　消防署　（9:00 ～ 12:00）
27 月
28 火 ○65歳からのカラダづくり教室（予約者のみ）　保健センター　（10:00 ～ 11:30）
29 水 ○市税などの夜間納付窓口の開設（30日まで）　収納課　（17:15 ～ 19:00）
30 木 ○オカリナ教室（初級編　3/5回目）　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。


